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こうほうこうほう

意見募集「第５次総合計画基本計画」「教育振興基本計画」施策

「ふるさと納税制度」がスタートします寄附

３歳未満、非課税世帯の就学前の子どもの医療費が無料に医療

平成１９年度決算 町の家計状況財政

特定健診で３割にメタボ発見！ 受けてない方、１１月に！保健

カムカムしちゃいな祭開催学習

題名『清流獅子舞』　～　成田博之さん（西町２丁目）の作品



現
在
、
町
で
は
、
平
成

　

現
在
、
町
で
は
、
平
成　

年
度
を
開
始
年

年
度
を
開
始
年

２１２１

度
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を

度
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
の
骨
格
と
な
る
「
基
本
構

　

こ
の
総
合
計
画
の
骨
格
と
な
る
「
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ

想
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
総
合
計
画
審
議
会
で

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
総
合
計
画
審
議
会
で

の
審
議
を
経
て
策
定
し
、
議
会
で
の
議
決
に

の
審
議
を
経
て
策
定
し
、
議
会
で
の
議
決
に

よ
り
確
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
「
基
本
構

よ
り
確
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
「
基
本
構

想
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
よ
り
具
体
的
な
取
り

想
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
す
る
『
基
本
計
画
』
の
策

組
み
を
明
ら
か
に
す
る
『
基
本
計
画
』
の
策

定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
の
『
基
本
計
画
』
の
素
案
が

　

こ
の
度
、
こ
の
『
基
本
計
画
』
の
素
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
く
り
・・
計
画
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
『
基

計
画
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
『
基

本
計
画
』
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

本
計
画
』
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

集
し
ま
す
。

今
回
は
『
基
本
計
画
』
に
記
載
さ
れ
て
い

　

今
回
は
『
基
本
計
画
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
主
な
項
目
と
行
政
分
野
の
み
の
掲
載
と
し

る
主
な
項
目
と
行
政
分
野
の
み
の
掲
載
と
し

て
い
ま
す
が
、
全
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
内

て
い
ま
す
が
、
全
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
内

の
公
共
施
設

の
公
共
施
設（
９
か
所
）

（
９
か
所
）・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

募
集
期
間

　
　

月　

日（
金
）〜　

月　

日（
月
）

１０

１０

１１

１０

閲
覧
方
法

�
次
の
施
設（
９
か
所
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
�
役
場

　
�
か
み
ん

　
�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
公
民
館

　
�
町
立
病
院

　
�
上
富
良
野
郵
便
局

　
�
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅

　
�
中
茶
屋

　
�
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

�
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

　
�
持
参

　
�
郵
送

　
�
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
�
電
子
メ
ー
ル

　
�
町
民
ポ
ス
ト（
９
か
所
）

�
ご
意
見
に
は
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

　

名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
載
の
な
い
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

結
果
の
公
表　
　

月
上
旬

１２

問
合
せ

　
�
０
７
１
‐
０
５
９
６

　

上
富
良
野
町
大
町
２
丁
目
２
番　

号
１１

　

上
富
良
野
町
役
場

　

総
務
課
総
合
計
画
策
定
担
当

　
�
�
６
９
８
０　�
�
５
３
６
２

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp

soum
u@
town.kam

ifurano.lg.jp

第
５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
『
基
本
計
画
』

○
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
活
動
へ

　

の
支
援
【
健
康
】

○
地
域
福
祉
推
進
体
制
や
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

の
充
実
【
地
域
福
祉
】

○
多
世
代
共
生
型
の
居
住
環
境
づ
く
り
や
多
世

　

代
交
流
の
機
会
充
実
【
高
齢
者
福
祉
】

○
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
企
業
の
交
流
を
通
じ
た

　

子
育
て
環
境
づ
く
り
【
子
育
て
】

○
生
涯
学
習
の
推
進
と
人
材
育
成
、
充
実
し
た

　

学
習
情
報
の
発
信
【
生
涯
学
習
】

○
地
産
地
消
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
密
着
型

　

産
業
の
推
進
【
産
業
共
通
】

○
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
環
境
保
全

　

型
農
業
の
推
進
【
農
業
】

○
産
業
間
連
携
と
新
た
な
地
域
産
業
づ
く
り
へ

　

の
研
究
と
支
援
【
産
業
共
通
】

○
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
公
共
交
通
の

　

確
保
と
利
用
促
進
【
交
通
基
盤
】

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
、
交
流

　

促
進
、
人
材
育
成
【
地
域
自
治
】

○
地
域
で
の
防
災
・
生
活
安
全
の
意
識
醸
成
、

　

人
材
育
成
、
活
動
の
支
援
【
地
域
自
治
】

○
テ
ー
マ
性
の
あ
る
国
内
交
流
と
国
際
交
流
事

　

業
の
推
進
【
国
内
外
交
流
】

パブリック
コメント

１１

広報かみふらの ２００８.１０   �

実
現
目
標�

「
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
」

実
現
目
標�

「
成
長
と
学
習
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

　

く
り
」

実
現
目
標�

「
信
頼
と
絆
で
結
ば
れ
る
産
業
の
実
現
」

実
現
目
標�

「
人
・
モ
ノ
・
地
域
を
結
ぶ
社
会
基
盤
の
充

　

実
」

実
現
目
標�

「
町
民
主
体
で
成
り
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

　

く
り
」

実
現
目
標�

「
安
心
の
暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
医
療
環
境

　

づ
く
り
」

暮
ら
し
の
目
標
１

『
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
の
あ
る
暮
ら
し
』

暮
ら
し
の
目
標
２

『
穏
や
か
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
暮
ら
し
』

○
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

の
充
実
【
高
齢
者
福
祉
】

○
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支
援
体
制
と
自
立
支

　

援
の
充
実
【
障
が
い
福
祉
】

○
ひ
と
り
親
家
庭
・
低
所
得
家
庭
へ
の
支
援
、
社

　

会
保
障
の
適
正
な
運
営
【
社
会
保
障
】

○
地
域
保
健
医
療
の
体
制
の
連
携
と
地
域
医
療

　

の
確
保
、
町
立
病
院
の
機
能
充
実
と
安
定
し

総
合
計
画
に
関
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



�  広報かみふらの ２００８.１０

た
経
営
【
地
域
医
療
】

○
母
子
保
健
医
療
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
支

　

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
【
子
育
て
】

○
産
業
基
盤
の
整
備
・
充
実
と
経
営
の
効
率
化
・

　

近
代
化
の
推
進
【
各
産
業
】

○
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
効
果
的
な

　

取
り
組
み
の
推
進
【
産
業
共
通
】

○
雇
用
を
生
み
出
す
新
規
立
地
や
起
業
へ
の
支

　

援
、
労
働
環
境
の
向
上
【
雇
用
】

○
身
近
な
道
路
の
安
全
性
と
利
便
性
の
確
保
、
公

　

共
的
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ

　

ル
デ
ザ
イ
ン
の
標
準
化
の
推
進
【
生
活
基
盤
】

○
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
と
生
活
排
水
等

　

の
適
正
処
理
【
水
道
・
下
水
道
】

○
ご
み
の
発
生
抑
制
と
適
正
処
理
や
再
生
利
用

　

の
推
進
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
、

　

公
害
対
策
【
環
境
・
資
源
】

○
防
災
体
制
の
充
実
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
、

　

防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進
【
生
活
安
全
】

○
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
相
談
体
制
の
充

　

実
や
健
康
診
査
等
の
充
実
、
感
染
症
予
防
対

　

策
、
食
育
の
推
進
【
健
康
】

○
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
機
会
と
環
境
の
充
実
、

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
や
感
動
す
る
機

　

会
の
充
実
【
生
涯
学
習
】

○
地
場
ブ
ラ
ン
ド
開
発
の
支
援
と
地
場
産
品
の

　

積
極
的
な
情
報
発
信
、
賑
わ
い
の
拠
点
づ
く

　

り
と
活
動
へ
の
支
援
【
産
業
共
通
】

○
親
し
み
や
す
い
公
園
・
緑
地
づ
く
り
、
水
辺
環

　

境
保
全
と
親
水
空
間
の
形
成
【
公
園
・
緑
地
】

○
町
民
同
士
の
多
様
な
交
流
や
親
睦
を
促
す
機

　

会
の
充
実
【
交
流
】

○
高
度
情
報
通
信
環
境
の
充
実
、
電
子
自
治
体

　

構
築
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
【
情
報
・
通
信
】

○
高
齢
者
の
交
流
・
学
習
機
会
の
充
実
、
社
会
活

　

動
へ
の
参
加
推
進
と
高
齢
者
事
業
団
へ
の
支

　

援
や
雇
用
の
支
援
【
高
齢
者
福
祉
】

○
自
ら
実
践
す
る
健
康
づ
く
り
支
援
【
健
康
】

○
地
域
福
祉
へ
の
意
識
の
醸
成
や
担
い
手
の
育

　

成
・
支
援
【
地
域
福
祉
】

○
町
民
の
手
で
地
域
医
療
を
育
む
た
め
の
学
習

　

機
会
の
充
実
【
地
域
医
療
】

○
地
域
で
の
子
育
て
力
向
上
と
地
域
ぐ
る
み
で

　

の
成
長
環
境
づ
く
り
【
子
育
て
・
青
少
年
】

○
自
ら
学
習
し
た
成
果
を
地
域
づ
く
り
や
ま
ち

　

づ
く
り
に
還
元
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、
学
び

　

の
輪
が
広
が
る
仕
組
み
づ
く
り
【
生
涯
学
習
】

○
人
・
モ
ノ
・
技
術
の
地
域
内
消
費
と
活
用
、
地

　

元
購
買
拡
大
と
地
元
雇
用
推
進
【
産
業
共
通
】

○
町
民
が
主
体
的
に
行
う
環
境
保
全
活
動
や
生

　

活
環
境
改
善
活
動
へ
の
支
援
【
生
活
環
境
】

○
身
近
な
公
共
施
設
整
備
へ
の
町
民
参
画
と
運

　

営
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
【
生
活
基
盤
】

○
活
発
な
情
報
発
信
・
受
信
や
町
民
と
行
政
の
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
協
働
の
ま

　

ち
づ
く
り
の
推
進
【
地
域
運
営
】

○
人
権
教
育
の
推
進
と
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

　

く
り
の
推
進
【
人
権
】

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
活
動
へ
の
支

　

援
や
就
労
機
会
の
拡
充
支
援
、
心
の
バ
リ
ア

　

フ
リ
ー
化
の
推
進
【
障
が
い
福
祉
】

○
就
学
前
教
育
の
充
実
、
生
き
る
力
を
育
む
学

　

校
教
育
の
推
進
や
信
頼
さ
れ
る
学
校
経
営
、　

　

子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
教
育
内
容
の
充
実
、

　

学
習
環
境
や
通
学
環
境
の
充
実
【
学
校
教
育
】

○
上
富
良
野
高
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
や

　

学
校
存
続
の
取
り
組
み
推
進
【
学
校
教
育
】

○
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
・
児
童
館
活
動
の
充
実

　

な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
【
青
少
年
】

○
産
業
担
い
手
の
確
保
と
新
規
受
け
入
れ
体
制

　

の
充
実
【
産
業
共
通
】

○
地
域
資
源
の
活
用
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

　

し
た
観
光
の
推
進
【
観
光
】

○
自
然
環
境
・
森
林
の
保
全
、
良
好
な
景
観
形
成

　

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
【
自
然
・
景
観
】

○
快
適
な
住
宅
環
境
の
形
成
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

　

市
街
地
形
成
の
推
進
【
住
宅
・
都
市
計
画
】

○
地
域
を
学
ぶ
機
会
や
歴
史
・
伝
統
文
化
の
伝
承

　

と
活
用
、
文
化
財
や
史
跡
の
保
全
【
地
域
】

○
新
規
定
住
の
推
進
と
人
材
活
用
【
地
域
】

実
現
目
標�

「
の
び
の
び
子
育
て
を
支
え
る
成
長
環
境
づ

　

く
り
」

実
現
目
標�

「
本
気
・
や
る
気
が
実
を
結
ぶ
産
業
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
身
近
な
生
活
の
安
全
を
支
え
る
社
会
基
盤

　

の
充
実
と
環
境
保
全
」

実
現
目
標�

「
生
活
の
不
安
を
取
り
除
く
地
域
社
会
づ
く

　

り
」

実
現
目
標�

「
意
欲
と
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
導
く
心
づ
く

　

り
・
身
体
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
生
涯
に
潤
い
を
も
た
ら
す
学
習
環
境
づ
く

　

り
」

実
現
目
標�

「
地
域
の
魅
力
を
満
喫
す
る
産
業
環
境
づ
く

　

り
」

実
現
目
標�

「
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る
快
適
空
間
づ

　

く
り
」

実
現
目
標�

「
楽
し
く
便
利
な
地
域
生
活
の
実
現
」

実
現
目
標�

「
い
き
が
い
あ
る
生
活
と
社
会
参
加
を
支
え

　

る
福
祉
環
境
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
な
人
間
を
育
む
成

　

長
・
学
習
環
境
の
充
実
」

実
現
目
標�

「
担
い
手
が
輝
き
、
地
域
の
強
み
を
生
か
す

　

産
業
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
風
土
に
調
和
し
た
社
会
基
盤
・
活
動
基
盤

　

づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
ま
ち
の
記
憶
が
受
け
継
が
れ
、
新
た
な
知

　

恵
が
芽
吹
く
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
健
や
か
に
生
き
る
権
利
の
行
使
と
そ
の
責

　

任
が
果
た
せ
る
社
会
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
主
体
性
と
自
主
性
で
成
り
立
つ
成
長
・
学

　

習
環
境
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
産
消
協
働
に
よ
る
地
域
循
環
型
産
業
の
実

　

現
」

実
現
目
標�

「
個
々
の
責
任
が
支
え
る
生
活
環
境
づ
く
り
」

実
現
目
標�

「
創
意
と
工
夫
で
実
現
す
る
自
立
し
た
地
域

　

社
会
づ
く
り
」

暮
ら
し
の
目
標
４

『
地
域
の
宝
を
守
り
・
育
み
・
活
用
で
き
る

　

暮
ら
し
』

暮
ら
し
の
目
標
３

『
快
適
で
楽
し
く
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
』

暮
ら
し
の
目
標
５

『
誇
り
と
責
任
・
役
割
を
分
か
ち
あ
え
る
暮

ら
し
』



パブリック
コメント

２２

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計

上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画画（
案
）

（
案
）

募
集
期
間

　
　

月　

日（
金
）〜　

月　

日（
月
）

１０

１０

１１

１０

閲
覧
方
法

�
次
の
施
設（
９
か
所
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
�
役
場

　
�
か
み
ん

　
�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
�
公
民
館

　
�
町
立
病
院

　
�
上
富
良
野
郵
便
局

　
�
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅

　
�
中
茶
屋

　
�
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

�
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

　
�
持
参

　
�
郵
送

　
�
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
�
電
子
メ
ー
ル

　
�
町
民
ポ
ス
ト（
９
か
所
）

�
ご
意
見
に
は
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

　

名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
載
の
な
い
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

結
果
の
公
表　
　

月
１２

問
合
せ

　
�
０
７
１
‐
０
５
６
３

　

上
富
良
野
町
緑
町
１
丁
目
９
番
４
号

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

教
育
振
興
課

　
�
�
６
６
９
９
・
５
５
１
１

　
�
�
５
３
６
２

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp

kyosin@
town.kam

ifurano.lg.jp
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わ
が
国
の
教
育
に
お
い
て
、
制
定
か
ら
約

　

年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法
が
改
正（
平
成　

６０

１８

年　

月
）さ
れ
、
国
は
も
と
よ
り
各
地
方
公

１２
共
団
体
に
お
い
て
も
、
教
育
の
振
興
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
に

努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員
会
で
は
、　

年
２１

度
か
ら
の
町
の
総
合
計
画
見
直
し
に
併
せ
、

校
長
会
と
社
会
教
育
委
員
の
会
議
が
中
心
に

な
り
「
上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画

（
案
）」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
は
町
民
憲
章
を
も
と
に
、

昭
和　

年
に
教
育
目
標
、
学
校
教
育
基
本
方

５３

針
、
社
会
教
育
基
本
方
針
を
定
め
、
翌
年
に

は
社
会
教
育
中
期
計
画（
第
１
次
）を
策
定

し
、
そ
の
後
５
か
年
ご
と
に
見
直
す
な
ど
町

の
教
育
を
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
町
の
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
、
次
の
と
お
り
『
教
育
目
標
』『
学
校
教
育

基
本
方
針
と
社
会
教
育
基
本
方
針
』『
学
校
教

育
推
進
目
標
と
社
会
教
育
推
進
目
標
』
を
策

定
し
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
す
る
期
間

は
、
総
合
計
画
と
同
じ
平
成　

〜　

年
度
の

２１

３０

　

か
年
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
社
会
情
勢
や

１０教
育
環
境
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
、
中
間
年

で
の
一
部
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

豊
か
な
町
づ
く
り
の
基
盤
は
「
人
づ
く
り
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
上
富
良
野
町

の
教
育
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
「
人
」
の
育
成
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
町

を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を
め
ざ
す
も
の
と
し

て
『
教
育
目
標
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

（
前
文
）

　

上
富
良
野
町
の
教
育
は
、
郷
土
を
愛
し
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
感
性
豊
か
な

人
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
町
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
互

い
に
協
力
し
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
よ
う
次

の
目
標
を
定
め
ま
す
。

�
知
性
を
高
め
、
一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば

　

し
育
て
る

　

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
民
一
人
一

人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
続
け
、
自
ら

考
え
、
主
体
的
に
判
断
・
行
動
し
、
よ
り
よ

く
課
題
解
決
す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
た
個
性
を
大
切
に
し
、
そ

れ
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

�
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
養
い
、
と
も

　

に
支
え
合
う
意
識
を
育
て
る

　

健
康
で
た
く
ま
し
い
体
を
も
と
に
、
自
ら

を
律
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
感
や

規
範
意
識
を
も
ち
、
他
を
思
い
や
る
心
や
感

動
す
る
心
な
ど
の
人
間
性
を
育
み
、
他
と
と

も
に
協
調
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
自
然
や
文
化
を
大
切
に
し
、
郷
土
を
愛
す

　

る
心
を
育
て
る

　

生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
の
自
然
や
歴
史
と
と

も
に
育
ま
れ
た
文
化
を
未
来
に
つ
な
げ
る
努

力
を
忘
れ
ず
、
一
人
一
人
が
「
わ
が
町
」
の

意
識
を
も
ち
、
町
の
発
展
を
願
う
人
づ
く

り
・
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
の
主
旨

◇
計
画
の
期
間

　

教
育
目
標
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教
育
目
標
を
受
け
、
そ
の
具
現
化
に
む
け

て
、
学
校
教
育
の
分
野
で
は
「
子
ど
も
の
育

ち
の
方
向
性
」
や
「
家
庭
・
地
域
・
学
校
の

連
携
の
重
要
性
」「
教
師
の
指
導
力
等
の
向

上
」「
よ
り
よ
い
環
境
等
の
条
件
整
備
」
を
大

き
な
指
針
と
し
て
『
学
校
教
育
基
本
方
針
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

〜
夢
ひ
ろ
げ
、
た
く
ま
し
く
未
来
を
切
り
拓

く
児
童
生
徒
の
育
成
〜

�
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

　

の
育
成
を
図
る

�
開
か
れ
た
学
校
運
営
に
努
め
、
学
校
・
家

　

庭
・
地
域
の
連
携
を
深
め
、
信
頼
さ
れ
る

　

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

�
子
ど
も
を
愛
し
、
た
え
ず
自
ら
の
人
間
力

　

を
磨
く
教
師
を
育
成
す
る

�
創
意
に
富
む
教
育
の
実
現
に
努
め
、
教
育

　

条
件
の
整
備
充
実
を
図
る

　

学
校
教
育
基
本
方
針
を
も
と
に
、
各
学
校

が
共
通
の
視
点
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
内

容
と
し
て
「
基
礎
基
本
の
定
着
と
そ
の
活
用

力
」「
道
徳
教
育
や
体
験
活
動
・
キ
ャ
リ
ア
教

育
」「
健
康
と
体
力
、
安
全
と
食
育
」「
地
域

と
の
交
流
・
活
用
」「
教
員
の
資
質
の
向
上
」

「
個
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
体
制
」

「
学
校
教
育
活
動
を
円
滑
に
す
る
条
件
整

備
」
を
主
と
す
る
『
学
校
教
育
推
進
目
標
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

�
確
か
な
学
力
の
向
上
と
生
き
る
知
恵
を
育

　

て
る

�
心
の
教
育
を
充
実
さ
せ
、
望
ま
し
い
勤
労

　

感
や
社
会
性
を
育
て
る

�
健
康
や
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
正
し
い

　

心
と
た
く
ま
し
い
体
づ
く
り
に
努
め
る

�
地
域
の
教
育
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る

�
教
職
員
一
人
一
人
の
専
門
性
を
高
め
る
研

　

修
活
動
の
充
実
に
努
め
る

�
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特

　

別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
る

�
安
全
で
安
心
な
質
の
高
い
教
育
環
境
の
整

　

備
充
実
に
努
め
る

　

社
会
教
育
の
分
野
で
は
「
人
を
育
て
る
環

境
整
備
の
充
実
」「
生
涯
学
習
活
動
の
持
続
」

や
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
持
続
」「
文
化
・
芸
術

活
動
の
持
続
」
を
大
き
な
指
針
と
し
て
『
社

会
教
育
基
本
方
針
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

 
〜
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
み
、
う
る

お
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
生
涯
学

習
の
推
進
〜

�
地
域
全
体
で
人
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
推

　

進
す
る

�
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
を
推
進
す
る

�
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

　

推
進
す
る　

�
心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化
・
芸
術
活
動
を

　

推
進
す
る

　

社
会
教
育
基
本
方
針
を
も
と
に
、
社
会
教

育
が
取
り
組
む
べ
き
内
容
と
し
て
「
家
庭
と

地
域
の
教
育
力
の
向
上
」「
青
少
年
の
健
全
育

成
」「
生
涯
各
期
の
学
習
の
充
実
」「
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
と
地
域
づ
く
り
」「
健
康
な
体

と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」「
郷
土
愛
」「
文
化
・
芸

術
へ
の
創
造
」「
生
涯
学
習
活
動
を
持
続
す
る

学
習
環
境
の
整
備
」
を
主
と
す
る
『
社
会
教

育
推
進
目
標
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

�
家
庭
・
地
域
・
学
校
に
よ
る
家
庭
と
地
域

　

の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
、
青
少
年
の
健

　

全
育
成
を
推
進
す
る

�
生
涯
各
期
の
学
習
の
充
実
を
図
り
、
生
き

　

が
い
の
あ
る
生
活
と
社
会
参
画
を
め
ざ
す

　

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

�
正
し
い
心
と
た
く
ま
し
い
体
を
育
む
ス

　

ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る

�
郷
土
を
愛
し
、
豊
か
な
情
操
と
創
造
を
育

　

む
文
化
活
動
を
推
進
す
る

�
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
学
習

　

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

　

今
後
、
町
の
教
育
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
教
育
に
関
わ
る
一
人
一
人
が
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

町
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
等
が
総
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
教
育
の
実
現
に

向
け
て
、
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
教
育
振
興
基
本
計
画
案
に
対
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
案
は
、
町
内
の
公
共

施
設（
９
か
所
）に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

○町民憲章

○第５次総合計画

●教育基本法
●北海道教育推進計画
●上川教育推進プラン

上富良野町教育振興基本計画上富良野町教育振興基本計画

上富良野町教育振興基本計画関連図

社会教育中期計画
(第7次)

社会教育計画社会教育計画
(単年度)(単年度)

　

学
校
教
育
基
本
方
針

　

学
校
教
育
推
進
目
標

　

社
会
教
育
基
本
方
針

　

社
会
教
育
推
進
目
標

各学校の教育計画各学校の教育計画
(単年(単年度度))

学校教育
基本方針

学校教育
推進目標

社会教育
基本方針

社会教育
推進目標

（５領域 ７項目設定）

教育目標

� �

��
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「「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の

 
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

　
        
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
」
 
」

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は「
ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
が
し
た
い
」「
好
き
な
地
域
を
応
援
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
、
自
治
体
に
対
す
る
寄
附
金
制
度
を
見
直
し
、
寄
附
金

の
う
ち
5
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
税
の
控
除（
所
得
税
と
合
わ
せ
て
、
個
人
住
民
税
の

一
定
の
限
度
額
ま
で
居
住
地
に
納
付
す
る
住
民
税
か
ら
控
除
）が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
制
度
を
円
滑
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
が
安
心
し
て
上
富
良
野

町
へ
ご
寄
附
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
上
富
良
野
町
の
取
り
組
み
に
賛
同
い
た
だ
け
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
寄

附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
っ
て
税
金
な
の
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
制
度
で
す
。
自
治

体
に
寄
附
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」
っ
て
ど
こ
？

　

ふ
る
さ
と
の
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応

援
し
た
い
全
国
ど
こ
の
自
治
体
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
上
富
良
野
町
民
が
上
富
良
野
町
へ
寄
附

す
る
こ
と
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
素
朴
な
疑
問

　

町
で
は
、
町
民
を
は
じ
め
、
上
富
良
野
町

の
出
身
者
や
上
富
良
野
町
と
関
わ
り
を
持
つ

方
、
あ
る
い
は
上
富
良
野
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

か
ら
、「
か
み
ふ
ら
の
頑
張
れ
」
と
い
う
ご
厚

志
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
の
方
法
や
制
度
の
詳
細
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
も
、
知
人
や
友
人
な
ど
へ
の
紹
介

を
は
じ
め
、
同
窓
会
や
ク
ラ
ス
会
な
ど
懐
か

し
い
方
々
と
の
再
会
の
機
会
等
を
通
じ
て
、

Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

P
R
の
お
願
い

寄附募集中

法
人
の
方
が
上
富
良
野
町
へ
寄
附
し
た
場
合

　

法
人
の
方
が
上
富
良
野
町
に
寄
附
を
し
た

場
合
は
、
法
人
税
額
の
算
定
上
、
全
額
損
金

算
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

総
務
課
企
画
財
政
班

　
�
�
6
9
8
0　
�
�
5
3
6
2

上
富
良
野
町
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

　

上
富
良
野
町
に
思
い
を
寄
せ
る
方
々
が
寄

附
と
い
う
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
寄
附
条
例
が
9
月
定
例
町
議
会

に
お
い
て
可
決
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

個
人
の
方
が
上
富
良
野
町
へ
寄
附
し
た
場
合

　

寄
附
金
額
か
ら
５
千
円
を
除
い
た
額
が
税

控
除
と
な
り
ま
す
。（
個
人
住
民
税
の
特
例
控

除
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

税
制
上
の
優
遇
処
置

�上富良野町への寄付金　40,000 円

寄付金控除対象(�-�)　35,000 円

�適用下限額
（寄付金控除   
  の対象外）
 　 5,000 円

個人住民税の税額控除　31,500 円所得税の所得
控除による税
額軽減
　3,500 円
（所得税の限界
税率：この場合
は10％）

個人住民税の特例控除額  28,000 円個人住民税の
基本控除額
　3,500 円
（一律10％）

（所得税の限界税率に応じて90～50％の範囲で
変動：この場合は90％-10％＝80％）
※特例控除の上限額は、個人住民税所得割額の１
割です。

�

具
体
例

具
体
例

‐夫婦・子２人の場合‐　上富良野町への寄付金：40,000 円
給与収入：7,000,000 円　　　個人住民税所得割額：293,500 円
課税所得金額：2,935,000 円　所得税の限界税率：１０％　　　　

この場合は控除対象の35,000円がすべて税額軽減35,000円がすべて税額軽減されます。

積み立てる基金事業区分

ラベンダー
の里かみふ
らの応援基
金（新設）   

ラベンダー発祥の地としてラベンダーを核としたまちづく
りに関する事業

�

「ラベンダー発祥の地」として、全国の皆さんに、ラベンダー栽培の
継続を約束するとともに、本町を訪れる多くの方々に感動を与え続
けられるよう、次の事業に取り組んでいきます。

※

ラベンダーの育成、保護、管理及び利活用に関する事業�

日の出公園の整備及び管理運営に関する事業�

ラベンダーとともに織りなす、優れた景観の保全及び利活用に関する事業�

四季に応じたイベントの推進に関する事業�

来訪者へのおもてなしの推進に関する事業�

寄付者の意
向に沿った
既存の基金

前号のほか町長が必要と認める事業�
寄附者の多様な思いが反映できるよう、寄付者が町に対して期待す
る取り組みを自由に選択できる仕組み（寄附を通じた町の施策への参
画）を整えます。

※

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
は
、
寄
附
金
を
財
源
と

し
て
町
が
取
組
む
べ
き
事
業
や
寄
附
金
を
適
正
に
管

理
運
用
し
て
い
く
た
め
の
基
金
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
ま
す
。
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長
寿
医
療
制
度

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
所
得
税
や

個
人
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

�
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る

　

方
は
、
差
し
引
か
れ
て
い
る
本
人
の
控
除

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
本
人
以
外
の
世
帯
主
か
配
偶
者
の
口
座
か

　

ら
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
は
、
口
座
振

　

替
の
口
座
名
義
人
で
あ
る
世
帯
主
か
配
偶

　

者
の
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
が
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
て
い
る
方（
今
後
差
し
引
か
れ
る

予
定
の
方
を
含
む
）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
口
座
振
替
に
変
更

で
き
ま
す
。
口
座
振
替
に
切
り
替
わ
る
時
期

は
、
手
続
き
の
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

�
本
人
が
世
帯
主
と
し
て
国
民
健
康
保
険
料

　
（
税
）を
過
去
２
年
間
滞
納
す
る
こ
と
な
く

　

納
め
て
い
た
方

　
�
本
人
の
口
座
か
ら
納
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は

税
金
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班 �
�
６
９
８
５

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

保
険
料
の
「
年
金
差
し
引
き
」

が　

月
か
ら
始
ま
る
方
へ

１０

　

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し
て
か
ら
９
月
ま

で
、
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
方

は
、　

月
か
ら
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き
が

１０

始
ま
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書
か
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

�
介
護
保
険
と
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
を

　

合
計
す
る
と
、
介
護
保
険
料
が
引
か
れ
て

　

い
る
年
金
額
の
半
分
を
超
え
る
方

被
用
者
保
険（
社
会
保
険
等
）の
被
保
険
者

（
加
入
者
本
人
）だ
っ
た
方

被
用
者
保
険（
社
会
保
険
等
）の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方

　

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し
て
か
ら
９
月
ま

で
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、　

月
か
ら
は
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

１０

ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
記
の�
ま
た
は�
に
当
て
は

ま
る
方
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
に
よ
り
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
額
は
、　

月
か
ら
平
成　

１０

２１

年
３
月
ま
で
の
合
計
で
２
千　

円
で
す
。

１００

重
度
心
身
障
害
者

医
療
給
付
事
業

　

対
象
者
を
拡
大
し
、
重
度
の
精
神
障
が
い

者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
年
金
収
入　

万
円
未
満
で
本
人
以
外
の
世

１８０

　

帯
主
か
配
偶
者
が
い
る
方

　
�
世
帯
主
か
配
偶
者
の
口
座
か
ら
納
め
ら

　

れ
ま
す
。

９
月　

日
ま
で

３０

　

月
１
日
か
ら

１０

�

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

�対象
　精神障害者手帳１級の方
�助成対象の医療
　通院医療・訪問看護・柔道
　整復など
　※精神通院（自立支援医療）だけ
　　でなく、一般の医療も対象に
　　なります。

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
の
拡
充

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
就
学
前
の
子

ど
も
の
入
院
・
通
院
医
療
費
を
助
成
し
て
き

ま
し
た
が
、　

月
か
ら
は
入
院
医
療
費
に
限

１０

り
、
対
象
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま

す
。

１０月１日から９月３０日まで

通院　就学前まで
入院　小学校６年生まで

通院　就学前まで
入院　就学前まで対象者

３歳未満・非課税世帯
　無料
　※非課税世帯の小学生の入院は、初診時
　　一部負担金（医科５８０円・歯科５１０円）のみ
課税世帯
　医療費の１割

３歳未満・非課税世帯
　初診時一部負担金（医科５８０
　円・歯科５１０円）のみ

課税世帯
　医療費の１割

自己負担

�小学生の入院の場合、退院するまでに事前に町民生活課総合窓口班へお問
　合せください。
�保護者の前年の所得により、助成の対象にならない場合があります。

その他

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

入
院
に
限
り
、
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

３
歳
未
満
の
子
ど
も
と
非
課
税

世
帯
の
就
学
前
の
子
ど
も
は
医

療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す

　
　

月
か
ら
、
下
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま

１０
す
。

年
金
差
し
引
き
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す

変
更
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
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平
成　

年
度
決
算

１９
町
の
家
計
状
況

自
主
財
源

　

﹇
町
が
自
ら
収
入

　
　

で
き
る
お
金
﹈

依
存
財
源

　

﹇
国
や
北
海
道
よ
り
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
﹈

収入額  (前年比較)税　目

５億３,１５１万円（１億１,３２８万円）町　民　税

４億３４９万円（       １,０５７万円）固定資産税

８,５７０万円（      △４２３万円）た ば こ 税

９４３万円（       △２８万円）入　湯　税

１,６７３万円（          ６１万円）軽自動車税

１０億４,６８６万円（１億１,９９５万円）合　計

金　額件数目　　的

１１３万円１１社会福祉事業の推進に

２万円２図書館用図書の購入に

５０万円１学校施設整備などに

５万円１公共施設整備基金の積立に

９７５万円８町の一般財源に

１,１４５万円２３合　計

６３億５,３５４万円
（前年比較△６億４,６６３万円）

皆さまからのご寄付は、次のとお
り活用させていただきました。

町税　１０億４,６８６万円（１億１,９９５万円 １２.９％）
　　　　�町民の皆さんが納めている税金（内訳は右下表）

自主財源　 １８億６４３８万円（          ３,０６６万円）
依存財源　４４億８９１５万円（△６億７,７３０万円）

（　）は前年比較

２９.３％
（２６.２％）

７０.７％
（７３.８％）

差差引引残残額額 　８,７９１万円
（前年比較 △２.０６７万円）

繰入金　１億９,７９２万円（△８,３３２万円 △２９.６％）
　　　　　�積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など

諸収入　２億１,４６２万円（５９万円 ０.３％）
　　　　�貸付金の返還金や雑入など

繰越金　１億８５９万円（△６,５１０万円 △３７.５％）

使用料及び手数料 １億３,７８９万円（６２０万円 ４.７％）
　　　　　　　　　　�公共施設の使用料やごみ処理手数料など

分担金及び負担金　１億６３２万円（３,４６９万円 ４８.４％）
　　　　　　　　　　　�保育料や土地改良事業の受益者負担金など
寄付金・財産収入　５,２１８万円（１,７６５万円 ５１.１％）
　　　　　　　　　　　　（寄付金の内訳は右下表）

地方交付税　２７億８,９１８万円（△６,０２６万円 △２.１％）
　　　　　　　　�つかいみちを限定されないお金で、国から
　　　　　　　　　国税の一定割合が交付されます。

国庫支出金　６億３２２万円（△２億７,７５３万円 △３１.５％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付される
　　　　　　　　　補助金や負担金

町　債　　　２億７,７３０万円（△２億２１５万円 △ ４２.２％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とするとき
　　　　　　　　　国や金融機関から借り入れるお金

道支出金　　３億６,９５４万円（△２,０４６万円 △５.２％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付さ
　　　　　　　　　れる補助金や負担金

その他交付金等　２億８,４８２万円（△１,５３９万円 △５.１％）

地方譲与税　１億６,５０９万円（△１億１５０万円 △３８.１％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で国
　　　　　　　　　から町へ譲与されるお金

町民１人あたり

 ５２０,６１１円

　

一
般
会
計
決
算
状
況
は
、歳
入（
町
に
入
っ

て
き
た
お
金
）・
歳
出（
使
っ
た
お
金
）と
も

４
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
少
の
主
な
要
因
は
、
消
防
防
災
車
庫
兼

消
防
団
詰
所
整
備
事
業
、
国
営
土
地
改
良
事

業
負
担
金
の
一
括
償
還
な
ど
が
前
年
度
で
終

了
し
た
こ
と
や
道
路
橋
梁
整
備
事
業
費
の
減

少
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
８
千　

万
円
の
黒
字
決

７９１

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寄寄 付付 金金

町町 税税

防衛省関係補助金　　総額４億２,５２５万円
　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交付され
ています。上のグラフの国庫支出金に含まれています。

�障害防止事業　　              ２億９,４７４万円
　　河川改修・砂防工事等
�民生安定施設整備事業　　　　４,７０６万円
　　農業用施設設置事業等
�防音事業・防音関連維持費　　   ２７８万円
　　小・中学校、保育所防音維持費
�調整交付金事業　　      　　    ８,０６７万円
　　消防車両購入・教育用コンピュータ整備等

歳入歳入総額総額
一
般
会
計

町税 (１０億４,６８６万円÷人口・世帯)
町民１人あたり      ８５,７８０円
１世帯あたり　    １９６,３７２円



�  広報かみふらの ２００８.１０

町民１人（１世帯）あたり算出
［平成２０年３月３１日現在］

人口　 １２,２０４人    （前年比△６６）
世帯　   ５,３３１世帯（前年比　１８）

上記の決算額には、給与費が含まれています。
給与費合計　１０億８,８６８万円（△３,４４５万円）

６２億６,５６３万円
（前年比較 △６億２,５９６万円）

町民１人あたり

 ５１３,４０８円
残　高区　分

９４億  ４７３万円一 般 会 計

７億  ４７１万円簡易水道事業
特
別
会
計

３２億  １９３万円公共下水道事業

７,６０１万円ラベンダーハイツ事業

６,６８７万円病院事業企
業
会
計 ９億３,８１７万円水道事業

１４３億９,２４１万円
（△９億１,３６９万円）

合　　計
（前年比較）

借入残高 (１４３億９,２４１万円÷人口・世帯)
町民１人あたり　１,１７９,３１９円
１世帯あたり　　２,６９９,７５８円

歳出歳出総額総額町町 債債
町の借金

うち給与費
９,６５２万円

うち給与費
１億４９１万円

うち給与費
１億９,９０４万円

うち給与費
３億７,６１６万円

うち給与費
９,７９３万円

うち給与費
１億５,４９８万円

うち給与費
３,４０９万円

うち給与費
２,５０５万円

（　）は前年比較

公債費 　１１億２,１５３万円（△１億３,７８９万円 △１０.９％）
　　　　　　�町が借りたお金の返済など

消防費 　２億８,８００万円（△９,２３６万円 △２４.３％）
　　　　　　�消防活動など

商工費　 ２億１,２１５万円（△１,３７２万円 △６.１％）
　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　    ８,１５９万円（△１,５４７万円 △１５.９％）
　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

災害復旧費　　５３８万円（△６３４万円 △５４.１％）
　　　　　　�大雨などによる災害復旧など

諸支出金　　 １,０９１万円（１万円 ０.１％）
　　　　　　�教員・職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　　  　７０万円（１４万円 ２５.０％ ）
　　　　　　�労働者育成など

土木費 　９億６,２４８万円（△３億３,７９１万円 △２６.０％）
　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

衛生費 　１０億８,５２８万円（７,９５７万円 ７.９％）
　　　　　　�ごみ処理、上水道、健康など

民生費 　８億５,０５６万円（△１,８０４万円 △２.１％）
　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

総務費 　６億９,２４２万円（１,１２７万円 １.７％）
　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など

農林業費 ５億  ２６０万円（△９,６２２万円 △１６.１％）
　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

教育費 　４億５,２０３万円（１０１万円 ０.２％）
　　　　　　�学校、給食センター、スポーツ・文化振興など

残　高種　類

５億７,３８５万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備
えたり年度間のお金の不均衡を調整するもの】

４億５,８６７万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

２億４,３１７万円公共施設整備基金

　
　

特
定
目
的
基
金

　
　
　
【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

５,６９２万円農業振興基金

７,８９７万円十勝岳地区振興基金

８,７４５万円国内外交流推進基金

２億４,０５８万円国営土地改良事業負担金基金

１,０９５万円児童生徒教育振興基金

１億８,４０８万円地域福祉基金

１９億３,４６４万円
（△５,６６８万円）

一般会計合計
（前年比較）

８,３９４万円国民健康保険財政調整基金

４,０７７万円介護保険事業基金

２,５６１万円ラベンダーハイツ施設整備基金

１億５,０３２万円
（１２１万円）

特別会計合計
（前年比較）

２０億８,４９６万円
（△５,５４７万円）

全会計合計
（前年比較）

１億９,１８５万円北海道備荒資金組合基金

貯金額 (２０億８,４９６万円÷人口・世帯)
町民１人あたり    １７０,８４２円
１世帯あたり　    ３９１,１０１円

基基 金金
町の貯金
基基 金金
町の貯金
基基 金金
町の貯金

町民１人あたりでみると…
事業費÷人口（前年比）

�道路・橋の整備など投資的事業（１０億４,６７５万円 ８５,７７１円（△４２,９６７円）
�借金の返済など（１１億９８万円）                         ９０,２１５円（    △１２３円）
�貯金の積立て（１億２,７３３万円）                             １０,４３３円（  △９,３８８円）
�職員の給料や議員の報酬など人件費（１１億７,３２１万円）

　　　９６,１３３円（  △１,４７４円）
�高齢者や障がい者などへの社会保障費（４億１,５５６万円）

　　　３３,７２３円（     ２,９１５円）
�町立病院運営に対する助成（３億１,７１２万円）     ２５,９８５円（     ６,１７０円）
�公共下水道事業に対する助成（１億４,９７５万円） １２,２７１円（    △６３０円）
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参　　考歳入のうち一般
会計からの繰入額

差引額
（前年比較）

歳　出
（前年比較）

歳　入
（前年比較）会　計　名

年平均加入世帯数       ２,２６５世帯
年平均加入者数          ４,７１４人
１人あたり診療費
　一般 ２２７,１２４円 ・ 退職 ３４３,６０６円

１億３,２３８万円
(２２１万円)

８,２１５万円
(△２,１９５万円)

１５億１,２６２万円
(２億５,６８３万円)

１５億９,４７７万円
(２億３,４８８万円)国民健康保険

　

特
別
会
計

　
　
【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
行
う
事
業
で
使
い
み
ち
の
決
ま
っ
て
い
る
も
の
】

年平均受給者数　　　 １,３９７人
１人あたり給付額　 ８０９,５０７円
受診件数　　　   　　３５,２７６件
１件あたり給付額　   ３２,０５８円

１億  １２９万円
(５２５万円)

注１ △３,０４６万
円

(△２,２５６万円)

１２億    １万円
(△２,０１２万円)

１１億６,９５５万円
(△４,２６７万円)老人保健

水洗化率               ８４.２％
１�あたり使用料収入 １５６.８円
１�あたり汚水処理費 ２８８.４円

１億４,９７５万円
(△８５４万円)

１７０万円
(６９万円)

４億７,３６３万円
(１億１,６３３万円)

４億７,５３３万円
(１億１,７０２万円)公共下水道事業

給水戸数・有収水量［料金収入の対象となった水量 ］
　東中地区　    １９８戸　４６,０００�
　西部地区　    １０４戸　４０,９０５�
　江花地区　　  ４２戸　１１,７５６�

４,５８８万円
(△２９万円)

１８１万円
(５１万円)

７,７９６万円
(△１,２９２万円)

７,９７７万円
(△１,２４１万円)簡易水道事業

被保険者数                  ２,９２８人
要介護認定者数             ４０４人
１件あたり給付額
　在宅 ３８,１１３円 ・ 施設 14８,６３６円

１億  ８６２万円
(△２７９万円)

２,２４８万円
(△１,２００万円)

６億６,８５５万円
(４,９０２万円)

６億９,１０３万円
(３,７０２万円)介護保険

１日平均施設利用者数        ４７.６人
１日平均短期入所利用者数   ７.２人
１日平均通所介護利用者数 １４.８人

－９９６万円
(△５８９万円)

２億７,５８５万円
(△１,４８７万円)

２億８,５８２万円
(△２,０７５万円)

ラベンダーハイツ

事業

５億３,７９２万円
(△４１６万円)

８,７６４万円 
（△６,１１９万円）

４２億   ８６２万円
（３億７,４２７万円）

４２億９,６２７万円
（３億１,３０９万円）特別会計合計

１日平均外来患者数　 １４２.０人
１日平均入院患者数 　  ５３.１人
　　内訳　一般病床　   ３０.８人
　　　　　療養病床　   ２２.３人

３億１,７１２万円
(７,３９９万円)

２,７８０万円
(１億１,９５１万円)

９億４,０１５万円
(３,４３３万円)

９億６,７９５万円
(１億５,３８４万円)病院事業

企
業
会
計

【
独
立
採
算
制
を
原
則
と
す
る
も
の
】

給水人口　　　　      １０,４４５人
１�あたり収益           １７９.７円
１�あたりかかる費用 １７２.７円

１,０００万円
(３５８万円)

注２ △５,７８６万
円

(△１,４４５万円)

２億９,６３６万円
(３,１５３万円)

２億３,８５０万円
(１,７０８万円)水道事業

３億２,７１２万円
(７,７５７万円)

△３,００６万円
（１億  ５０６万円）

１２億３,６５１万円
（６,５８６万円）

１２億６４５万円
(１億７,０９２万円)企業会計合計

�
障
害
者
自
立
支
援　

１
億
５
千　

万
円

３２４

�
子
育
て
支
援　

１
千　

万
円

６１３

�
高
齢
者
等
に
対
す
る
冬
の
生
活
支
援
事
業　
　

万
円

１７５

　
　

燃
料
等
の
高
騰
に
よ
る
冬
期
生
活
を
支
援（
対
象　

世
帯
）

１７５

�
学
校
施
設
整
備　

１
千　

万
円

６６１

   　
 
上
富
良
野
小
学
校
屋
根
補
修
、
上
富
良
野
中
学
校
特
別
教
室

　
　

改
修
ほ
か

�
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備　

１
千　

万
円

７５

　
　

上
富
良
野
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
更
新（　

台
）

５４

�
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン　

１
千　

万
円

１０７

　
　

児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
と
居
場
所
づ
く
り
事
業
の
推
進（
延

　
　

べ　

日
開
催
、
延
べ
１
万
９
千　

人
参
加
）

９７１

３１２

�
青
少
年
国
内
外
交
流
派
遣　
　

万
円　

７６７

　
　

第
５
回
青
少
年
国
際
交
流
事
業
兼
姉
妹
都
市
提
携　

周
年
事

２０

　
　

業（
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
を
中
高
生
等　

名
で
訪
問
）

２３

�
町
立
病
院
医
療
機
器
更
新　

２
千　

万
円

５２９

　
　

電
子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
ほ
か
更
新

�
農
業
用
機
械
導
入　

４
千　

万
円

７０６

　
　

農
業
機
械
の
導
入
補
助（
自
走
式
集
草
機　

台
、
搬
送
車
６
台

１１

　
　

堆
肥
散
布
機
５
台
、
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
４
台
）　

�
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
負
担　

４
千　

万
円

１３２

　
　

草
地
整
備
改
良　

・　
�
、
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
１
基
、
畜
舎

３４

９１

豊
か
な
心
の 

人 
の
ま
ち

�表中の数字は、１万円未満を四捨五入しているため、端数処理により合計額等が異なる場合があります。
�注１～赤字額は、平成２０年度予算を一部繰上げ充用して処理済。
�注２～資本的収支（水道事業のうち水道施設を建設・整備するための経費）の赤字額は、過年度分損益勘定留保資金(現金の支出を必要としない減価償却
　費などを積み立てたもの)で補てん済

特別会計・企業会計

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

１９

活
力
あ
る 

産
業 
の
ま
ち

町には、６種類の特別会計と２種類の企業会計が
あり、それぞれの決算額は下表のとおりです。



住住 
み
よ
い
快
適
な
ま
ち

　
　

及
び
付
帯
施
設
実
施
設
計
一
式

�
国
営
土
地
改
良
事
業
償
還　

１
千　

万
円

４６４

　
　

空
知
川
右
岸
二
期
地
区
の
事
業
完
了
に
伴
う
負
担
金
の
一
括

　
　

償
還

�
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業　

１
千　

万
円

２８４

　
　

地
域
が
行
う
草
刈
、
土
砂
上
げ
等
農
地
農
業
用
排
水
の
保
全

　
　

管
理
に
係
る
共
同
活
動
補
助（
受
益
面
積
１
千　
 �
）

８４８

�
道
路
整
備　

５
千　

万
円

１９６

　
　

東
５
線
道
路
、扇
町
通
り
な
ど
４
路
線

�
橋
梁
整
備　

１
億
８
千　

万
円

９７５

　
　

中
瀬
農
道
橋
・
日
の
出
橋
な
ど
４
橋
梁

�
障
害
防
止
事
業　

２
億
８
千　

万
円

６９２

　
　

３
事
業
の
河
川
等
改
修

�
高
所
救
助
作
業
車
購
入　

３
千　

万
円

４１７

�
一
般
廃
棄
物
処
理　

１
億
７
千　

万
円

４８

�
広
報
広
聴　
　

万
円

４３９

　
　

「
広
報
か
み
ふ
ら
の
」
発
行
や
「
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な

　
　

ど
に
よ
る
情
報
提
供

�
自
衛
隊
基
地
対
策　
　

万
円

４５７

　
　

近
隣
市
町
村
及
び
自
衛
隊
協
力
関
係
団
体
と
部
隊
の
改
編
、

　
　

削
減
反
対
に
向
け
た
要
望
運
動
実
施

�  広報かみふらの ２００８.１０

共 
に
創
る
ま
ち

上富良野町が『財政再生団体』になる危険性は？

判断基準上富良野町
の数値健全化判断比率

早期健全化団体　１５％以上
財政再生団体　　２０％以上

―
（2.１％黒字）

実質赤字比率
【一般会計の赤字の割合】

早期健全化団体　２０％以上
財政再生団体　　４０％以上

―
（１２.９％黒字）

連結実質赤字比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の赤字総額の割合】

早期健全化団体　２５％以上
財政再生団体　　３５％以上２１.４％

実質公債費比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の地方債(借金)の実償還額(返済額)の割合】

早期健全化団体  ３５０％以上１３５.７％将来負担比率
【町が将来負担すべき実質的な負債の割合】

経営健全化基準　２０％以上

―
（１０.５％黒字）公共下水道事業

資金不足比率
【公営企業ごとの資金
　不足の割合】

―
（１.２％黒字）簡易水道事業

―
（２０３.１％黒字）病院事業

―
（５.８％黒字）水道事業

�「早期健全化団体」になると…

　　財政健全化に向けた計画を町が
　自ら作ります。ただし、健全化が
　困難になりそうなときは国や道が
　必要な勧告を行います。

　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が公布され、すべての市町村において、平
成１９年度決算から財政健全化に係る各指標を算定し、公表することが義務付けられました。
　町の平成１９年度における健全化判断比率及び資金不足比率は、下表のとおりです。

『財政健全化法』とは…
　従来の再建法制では、市町村の一般会
計での赤字額が一定数値を超えると、い
きなりレッドカードがでて財政再生団
体となり、イエローカードともいえる注
意喚起の段階がありませんでした。
　また、一般会計のみで判断されていた
ため、特別会計や企業会計において、い
くら累積赤字があっても、財政再生団体
とはならず、町の全体の姿を映したもの
とはいえませんでした。
　今回の財政健全化法では、4つの指標
から「早期健全化（イエローカード）」と
「財政再生（レッドカード）」で財政の悪
化度合いをチェックするとともに、特別
会計や企業会計も併せた連結決算で、そ
の市町村全体の財政状況をより明らか
にしようとするものです。

�「財政再生団体」になると…

　　国の管理の下で再建に取り組み
　ます。町は財政再生に向けた計画
　を作りますが、これには国の同意
　が必要です。財政の運営には厳し
　い制限が設けられます。

問
合
せ　

総
務
課
企
画
財
政
班　�
�
６
９
８
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://hp.tow

n.kam
ifurano.hokkaido.jp

健全化判断比率を公表

� 上富良野町の算定結果 �
　健全化を判断する比率は、すべて基
準を下回っており、健全な段階である
といえます。
　しかし、町を取り巻く状況は依然と
して厳しく、今後もより健全化に向け
た財政運営に努めます。



特定健診を受け忘れていませんか？

広報かみふらの ２００８.１０  �

７５歳以上
昭和９年３月３１日以
前生まれ

４０歳～７４歳
昭和９年４月１日～　　
昭和４４年３月３１日生まれ

２０歳～３９歳
昭和４４年４月１日～　　
平成元年３月３１日生まれ

年齢
平成２１年３月
３１日現在

長寿医療保険
※６５歳～７４歳までの障
　がい認定を受けた方
　で加入の方を含む

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

加入している
健康保険

６月に個別送付した受
診券

※高血圧・糖尿病・高
　脂血症などで病院に
　かかっている方は、
　健診を受ける必要が
　ありません。

加入している健康保険
から送付された受診券

６月に個別送付した受
診券

※病院にかかっている
　方も受診してくださ
　い。

受診券はありませ
ん。

希望される方は、
事前に保健福祉課
健康推進班へ申込
みください。

受診券はありませ
ん。

事前申込みは必要
ありません。当日
会場へお越しくだ
さい。

健康診査
受診券

５００円加入している健康保険
によって異なります。

４０～６９歳　２,０００円
７０～７４歳　１,０００円１,０００円受診料

１１月５日（水）
６：００～１１：００

１１月６日（木）
       ７日（金）
６：００～１１：００

１１月５日（水）
６：００～１１：００

１１月５日（水）
６：００～１１：００

１１月５日（水）
６：００～１１：００健診日時

保健福祉総合センターかみん健診場所

�被保険者証
�受診料
�受診券・問診票など
　事前送付の書類一式

�健康保険証
�受診料
�受診券
�問診票など事前送付
　の書類一式

�被保険者証
�受診料
�受診券・問診票など
　事前送付の書類一式

�健康保険証
�受診料
�問診票など事前
　送付の書類一式

�被保険者証
�受診料
�問診票など事前
　送付の書類一式

持参するもの

特定健診日程特定健診日程

特定健康診査（以下「特定健診」）は、メタボリックシンドロームを早期発見・予防するため、今年度から義
務づけられました。
７月に実施した特定健診を受けていない方は、ぜひこの機会に受けましょう。

問合せ
　保健福祉課健康推進班　��６９８７

その他場　所料　金対象者日　時
肺がん・結核検診肺がん・結核検診
（胸部Ｘ線検査）（胸部Ｘ線検査） 対象となる方には、１０月

下旬に個別案内します。
保健福祉総合セン
ターかみん無料４０歳以上

１１月５日（水） 
～７日（金） 

６：００～１１：００

国民健康保険以外の健康保険証をお持ちの方「特定健康診査受診券」は届きましたか？

※国民健康保険または長寿医療保険加入者で、６月に送付の書類をお持ちでない方は、保健福祉課健康推進班へご連絡く
　ださい。

　加入している健康保険から「特定健診受診券」は届きましたか？
　かみんで特定健診を受診すると、肺がん・結核検診も同時に受診できます。

�かみんで受診できる健康保険（「特定健診受診券」をお持ちの方）
　協会けんぽ（旧政管健保）、建設国保、土建国保、防衛省共済、市町村共済など
　※「特定健診受診券」をお持ちで、かみんでの受診を希望される方は、保健福祉課健康推進班までお問合せください。

�「特定健診受診券」をお持ちでない方は、受診券の申請手続きを行ってください。
　手続きの方法は、健康保険ごとに異なりますので、加入している健康保険へご確認ください。



特定健診受診者の　　　がメタボリックシンドローム！

�  広報かみふらの ２００８.１０

健康相談をご活用ください健康相談をご活用ください

３３割割

特定健診結果票

内臓脂肪蓄積の程度とリスク要因数・
リスクの高さに応じて、特定保健指導
が必要かどうか選定されます

メタボリックシンドロームと判断された方に
対し、次のような取り組みをしています。　

　Ａさんは、特定健診を受けた結果、腹囲・中性
脂肪・血糖値が基準値を超え、メタボリックシン
ドロームと診断されました。
　Ａさんの仕事は農業で、１日中外で働くため
「食べないと動けない」と、毎食ごはん２膳、間
食にはおにぎりやせんべいを食べています。
　Ａさんの労働（体の動かし方）と体格にあわせて
必要なごはんの量を計算してみると、１日約６００
�でしたが、実際には間食もあわせるとなんと約
１,４００�も食べていることがわかりました。
　体に必要な分以上に食べていることに気づいた
Ａさんは「ごはんの量を減らす」ことを選択し、
生活習慣の改善に取り組むことにしました。

Ａさん・６０代
男性
農業

�あなたの健診結果と生活に合わせた改善方法を一緒に考えましょう�

特定保健指導
利用券

※各健康保険（国保以外）から発
　行されます。

Ａさんの１日に必要なごはんの量　６００�

Ａ
さ
ん
の
ご
は
ん
の
量
は
…

特定保健指導
�

特定保健指導
該当者

腹囲
血圧

�

�

タバコ

脂質 血糖

くわしく知りたい
生活習慣を見直すために…

　各健康保険による特定健診、事業主による職場健診の健診
結果票の見方について、相談をお受けしています。
　お気軽に保健福祉課健康推進班へお問合せください。

Ｑ　健診は受けたけど、結果の見方がわからない

Ｑ　検査や数値の意味がわからない

Ｑ　数値に異常があり、その改善方法を知りたい

Ｑ　「特定保健指導」って、なに？

　脳血管疾患、心疾患、腎疾患等の発症予防・重症化予防を目
的として、メタボリックシンドローム該当者・予備群の方を対
象に、生活習慣の改善に向けた取り組みを保健師・栄養士・運
動指導士がお手伝いします。

Ｑ　特定保健指導の「利用券」って、なに？

　各健康保険（国保以外）から、特定保健指導の対象となった
方へ発行されます。「利用券」を受け取った方は、保健指導を
実施している機関で特定保健指導を受けられます。
※国保に加入の方で特定保健指導の対象となる方には、個別
　に連絡していますので「利用券」は発行されません。

Ｑ　「利用券」が使える保健指導機関は、どこ？

　保健福祉課は、保健指導実施機関に登録されていますので、
「利用券」を持参ください。（国保以外の健康保険の方は、保
健福祉課が実施機関に登録されているか確認ください）

内 臓 肥 満
腹囲 89�　※基準値　男８５�・女９０�以内
ＢＭＩ（肥満度） ２６
　※基準値１８.５～25未満［体重÷（身長�×身長�）］
　※標準体重　身長�×身長�×２２

中性脂肪
１５０�/�

血糖値
１０２�/�

血圧
１２８/７８

�

�
※基準値
　３０～１４９�/�

※基準値
　～９９�/�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

Ａ
さ
ん
の
健
診
デ
ー
タ

結
果

上富良野町国民健康保険では、７月から特定保健指導が始まっています。

Ａさんが実際に食べていたごはんの量
１,４００�（ごはん・間食のおにぎり・せんべい）



��� 障害福祉サービス（介護給付）のサービス利用一覧 ���

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
生
活
支
援
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
？区分６区分５区分４区分３区分２区分１介護給付の種類

○○○○○○居宅介護（ホームヘルプ）

○○○
施設入所者

○
５０歳以上で
施設入所者

○
５０歳以上生活介護

○○療養介護

○○○○
５０歳以上施設入所

○○○○○○短期入所（ショートステイ）

○○○○行動援護

○○○重度訪問介護

○重度障害者等包括支援

○○○○○共同生活介護（ケアホーム）

１０６項目の聴き取り調査はありません。発達の遅れなどが心配
される乳幼児には、必要に応じて決定します。児童デイサービス

　

障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類（
広
報
８
月

号
）、
地
域
生
活
支
援
事
業（
広
報
９
月
号
）に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
介
護
給
付
・

訓
練
等
給
付
）と
地
域
生
活
支
援
事
業
を
利
用

す
る
ま
で
の
流
れ
等
に
つ
い
て
、
事
例
に
よ
り

紹
介
し
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
介
護
給
付（
下

表
）は
、
障
害
程
度
区
分
に
よ
り
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
量（
支

給
量
）も
障
害
程
度
区
分
に
よ
り
定
め
て
お
り
、

そ
の
方
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
生
活
状
況
な

ど
に
合
っ
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

介護給付（種類は下表）を希望する場合

相
談

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
６
９
８
７

　

富
良
野
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
�
�
３
９
３
３

利
用
申
請（
保
健
福
祉
課
へ
）　

　

心
身
の
状
況
に
関
す
る　

項
目

１０６

　

の
聴
き
取
り
調
査（
町
の
職
員
）

障
害
程
度
区
分
の

一
次
判
定（
町
） �

��
 
二
次
判
定

（
審
査
会
）

※
医
師
の
意
見
書

�

��������

４４ ３３ ２２ １１

訓練等給付を希望する場合

※障害福祉サービスの訓練等給付を利用希望される場合は、聴き取り調査と一次判定のみなので
　審査会による障害程度区分の決定はありません。
※地域生活支援事業を利用希望される場合は、サービスによっては聴き取り調査と一次判定を行
　いますが、詳しくはお問合せください。
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障
害
程
度
区
分
と
は
…

　

介
護
給
付
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
必
要
度
を
表
す
６
段
階
の
区
分（
区
分

６
の
ほ
う
が
必
要
度
が
高
い
）で
す
。
障
が

い
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
判
定
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
調
査

項
目
に
、
行
動
障
害
や
精
神
面
な
ど
の
項

目
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

�

問合せ
保健福祉課福祉対策班

��６９８７

� �

� � � �

�の区分は要件があります



　

障
害
程
度
区
分

　

認
定（
町
）

区
分
１
〜
６
の
認
定

�

勘
案
事
項
調
査（
町
）

地
域
生
活
・
就
労
・
日
中
生
活
・
介

護
者
・
居
住
な
ど

�

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
、
ど
の
く

ら
い
必
要
か
を
聴
き
取
り
し
ま
す

（
町
）

暫
定
支
給
決
定

（
町
） ��

個
別
支
援
計
画

� ����

���������

５５６６７７

８８９９

区分により使えるサービス
の一覧は１４ページの下表

　

歳
１８療

育
手
帳
Ａ
判
定

　

障
が
い
が
重
く
、
常
に
介
護
が
必
要

で
す
が
、
養
護
学
校
を
卒
業
後
、
自
宅

か
ら
通
所
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
。

　

介
護
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
希

望
さ
れ
て
い
る
た
め
、　

項
目
の
聴

１０６

き
取
り
調
査
と
一
次
判
定
、
審
査
会
で

の
障
害
程
度
区
分
の
認
定（
二
次
判

定
）が
必
要
で
す
。

　

障
害
程
度
区
分
は
、
審
査
会
で
区
分

５
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

区
分
５
で
利
用
で
き
る
介
護
給
付
の

「
生
活
介
護
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い

る
多
機
能
型
の
通
所
施
設
で
、
週
５

日
、
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
の
介
助
を

受
け
な
が
ら
、
創
作
的
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
３０精

神
手
帳
３
級

　

人
と
の
か
か
わ
り
が
困
難
で
自
室

で
の
閉
じ
こ
も
り
状
態
で
し
た
が
、
病

状
が
少
し
ず
つ
改
善
し
て
き
た
た
め
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
持
て
る
よ
う
、
将

来
的
に
一
般
就
労
や
自
立
を
考
え
、　

訓
練
等
給
付
の
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
」

を
利
用
し
た
い
の
で
す
が
、
利
用
料
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
者
を
対

象
と
し
て
い
る
通
所
施
設
に
週
５
日

通
所
し
、
就
労
に
向
け
た
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

訓
練
等
給
付
の
利
用
希
望
の
場
合
、

審
査
会
に
か
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、　

項
目
の
聴
き
取
り
調
査
と
一

１０６

次
判
定
で
の
区
分
認
定
が
必
要
で
す
。

　

利
用
者
負
担
は
、
本
人
の
み
の
所
得

で
確
認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
所
得
要

件
の
年
収　

万
円
以
下
、
資
産
要
件
の

８０

預
貯
金　

万
円
以
下
に
該
当
す
る
た

５００

め
、
利
用
者
負
担
は
軽
減
の
対
象
と
な

り
、
低
所
得
１
の
区
分
で
、
月
額
の
上

限
額
は
１
千　

円
で
す
。

５００

　

ち
な
み
に
、
資
産
要
件
に
該
当
し
な

い
場
合
は
、
月
額
上
限
額
は
１
万
５
千

円
に
な
り
ま
す
。

相談内容相談内容

相談内容相談内容

　

代
・
一
人
暮
ら
し

５０身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　

両
下
肢
の
ま
ひ
に
よ
り
、
自
宅
で
は

車
椅
子
生
活
で
す
。

　

障
害
程
度
区
分
は
区
分
５
で
、
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

３
か
月
に
１
回
の
通
院
し
か
外
出

の
機
会
が
な
い
た
め
、
外
出
し
社
会
と

の
か
か
わ
り
を
持
ち
た
い
の
で
す
が
、

何
か
い
い
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

相談内容相談内容
　

地
域
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
「
日
中
一
時
支

援
」
は
、
他
の
利
用
者
と
の
方
と
会
話

も
で
き
、
気
分
転
換
に
な
る
と
思
う
の

で
、
見
学
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

希
望
に
よ
り
、
送
迎
・
昼
食
・
入
浴

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

週
１
回
、「
日
中
一
時
支
援
」を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
は
、４
時
間
以
上
８
時
間
未

満
で
１
回　

円
で
す
。送
迎
・
昼
食
・
入

３７９

浴
も
利
用
し
て
い
る
た
め
、利
用
料
の

ほ
か
に
送
迎
１
千
円（
片
道　

円
）、昼

５００

食　

円
、入
浴　

円
を
実
費
負
担
し
て

７００

５００

い
ま
す
。

サービスの紹介サービスの紹介現在現在

決定方法と利用料決定方法と利用料現在現在

現在現在 決定方法決定方法区分の決定区分の決定

�  広報かみふらの ２００８.１０

支
給
決
定（
町
）

利
用
者
は
、サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

事
業
所
を
選
択
し
、サ
ー
ビ
ス
利
用

契
約
を
結
び
、サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す

１１００

事例１事例１
介護給付等介護給付等

事例２事例２
訓練等給付訓練等給付

事例３事例３
地域生活地域生活
支援事業支援事業

�



�職員給料・年齢の状況
類似団体上富良野町

区　分
平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

４３歳6か月327,171 円４2歳10か月３47,448 円一般行政職 

４８歳8か月285,052 円５２歳2か月376,533 円技能労務職 

４1歳7か月315,208 円39歳9か月324,750 円税務職 

４3歳6か月307,548 円37歳5か月283,980 円福祉職 

４5歳8か月671,950 円４2歳7か月888,666 円医　師 

４2歳1か月304,803 円４4歳3か月331,205 円看護・保健職 

�一般行政職の級別職員数等の状況
構成比職員数標準的な職務内容区分 

３.8 ％４ 人 
定型的な業務を行う職務
相当高度の知識又は経験を必要とする業務
を行う職務

１級

１1.９ ％１２ 人 高度の知識又は経験を必要とする業務を行
う職務２級

２2.6 ％２４ 人 

１主査等の職務
２主任の職務
３困難な業務を処理する主査等の職務
４困難な業務を処理する主任の職務

３級

3１.1 ％３3 人１主幹等の職務
２特に困難な業務を処理する主査等の職務４級

２2.6 ％２４ 人１課長等の職務
２困難な業務を処理する主幹等の職務５級

8.5 ％9 人困難な業務を処理する課長等の職務６級

◎人件費・給与費の状況　平成１９年４月１日現在

◎職員の平均給料・平均年齢・初任給等　平成１９年４月１日現在

�職員人件費の状況（普通会計決算） �職員給与費の状況（普通会計決算）

�職員初任給の状況
北海道上富良野町区　分

170,200 円 170,200 円 大学卒
一般行政職 

138,400 円 138,400 円 高校卒

138,400 円 134,000 円 高校卒技能労務職 

�職員の経験年数別・学歴別平均給与月額
経験年数
20～2４年

経験年数
15～１9年

経験年数
10～１４年区　分

391,500 円 346,800 円 288,900 円 大学卒
一般行政職 

353,007 円 291,063 円 240,725 円 高校卒

301,466 円 ― ― 高校卒技能労務職 

�特別職の報酬等の状況
退職手当

期末手当給料（報酬）月額区　分
支給時期 １期の手当額算定方式 

（退職日の給料月額×支給割合×在職期間） 

任期満了時 
15,939,000 円 21.252 月分 （平成１９年度支給実績） 

3.5 月分 
750,000 円 町　長 

8,320,400 円 13.420 月分 620,000 円 副町長 

（平成１９年度支給実績） 
3.5 月分 

275,000 円 議　長 
205,000 円 副議長 
170,000 円 議　員 

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給額に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当
　の見込み額です。

平
成　

年
度
の
職
員
給
与
、
職
員
数
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

１９

し
ま
す
。
そ
の
他
の
詳
細
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
行
政
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
職
員
の
給
与
と

町
職
員
の
給
与
と

職
員
数
の
あ
ら
ま
し

　
   
職
員
数
の
あ
ら
ま
し

件費 11億7,321万円人

人件費人件費 
11億7,321万円11億7,321万円（（18.7％18.7％））

歳

給与費給与費 
8億2,322万円8億2,322万円（72.4（72.4％％））

�人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対
　する給与
・議会議員や各種委員会委員
　の報酬
・共済費等（民間の社会保険
　料事業主負担分に相当）

与費 8億2,322万円給

給料給料 
5億4,256万円5億4,256万円（65.1（65.1％％））

期末勤勉手当期末勤勉手当 
2億510万円2億510万円（24.9（24.9％％））

職員手当職員手当 
7,556万円7,556万円（9.2（9.2％％））

�給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当（退職手当を除く）

�１人当たり平均給与費（職員数130人）
　・6,332千円

その他報酬その他報酬・・共済費等共済費等 
（２7.6（２7.6％％））

出 62億6,563万円出 62億6,563万円

広報かみふらの ２００８.１０  �



◎職員の手当の状況　平成１９年４月１日現在

�職員の経験年数別・学歴別平均給与月額
国北海道上富良野町

一人当たり平均支給額（１８年度） 一人当たり平均支給額（１９年度） 

1,677 千円  1,578 千円  
(平成１９年度支給割合) (平成１９年度支給割合) (平成１９年度支給割合) 

勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 
1.5 月分 3.0 月分 1.45 月分 3.0 月分 1.45 月分 3.0 月分 
(0.8) 月分 (1.6) 月分 (0.75) 月分 (1.6) 月分 (0.75) 月分 (1.6) 月分 

（加算措置の状況）（加算措置の状況）（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

・役職加算　5～20％・役職加算　5～20％・役職加算　なし
・管理職加算　10～25％・管理職加算　10～25％・管理職加算　なし

※（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。

�特殊勤務手当

 55 千円支給実績（１９年度決算）

4,546 円 支給職員一人当たり平均支給
額（１９年度）

  10.0 ％ 職員全体に占める手当支給職
員の割合（１９年度）

★手当の種類
　�道路上除雪作業手当
　�滞納処分従事手当
　�野犬掃討手当
　�行旅病人・死亡人取扱手当
　�防疫等作業手当

�その他の手当

国の制度
との異同

支給職員一人当
たり平均支給年額
（平成１９年決算）

支給実績
（平成１９年決算）

内容及び支給単価手当名

異なる
扶養家族
の支給額

251,317 円　18,095 千円 
配偶者 　13,000 円 
扶養家族   6,000 円 
16歳～22歳まで5,000円加算 

扶養手当 

異なる
自宅の
支給額

134,196 円　11,004 千円 借家・借間　27,000円以内 
自宅　7,000円 住居手当 

異なる
自動車等
使用の場
合の額　

60,329 円　965 千円 
自動車等使用の場合 
通勤距離に応じて１�475円を
乗じて得た額 

通勤手当 

異なる
支給額388,966 円　11,280 千円 課長職　40,000 円

主幹職　30,000 円
管理職
手　当 

同じ102,350 円　13,203 千円 

世帯主である職員（扶養あり）
131,900 円
その他の世帯主である職員
72,900 円
その他の職員　51,700 円

寒冷地
手　当 

�時間外手当

支給職員一人当
たり平均支給年額支給実績年度

201 千円19,693 千円１８年度

164 千円16,594 千円19年度

◎職員数の状況　
　　　　　　　　　各年４月１日現在

�部門別職員数の状況
対前年
増減数

職　員　数区分　
　部門 平成19年平成18年

△134議　会

一 
般 
行 
政 
部 
門

普 
通 
会 
計 
部 
門

△52530総　務
△178税　務

��労　働
21412農林水産

44商　工
△21315土　木
63226民　生
△11314衛　生
△2111113小　　計

△11819教育部門
��消防部門

△3129132小　　計

△14344病　　院公
営
企
業
会
計
部
門

△145水　　道
��交　　通
33下　水　道
2727そ　の　他

△27779小　　計

△5206211合　　　計

◎定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

�定員適正化目標（数・率）

数値目標
計画期間

終　期始　期

△29人
（△13.3％　189人）平成２４年３月３１日平成１８年４月１日

進捗率　41.4％平成１９年４月１日現在における職員数２０６人
（△5.5％　△12人）

�特記事項
  平成１９年度人事院勧告による給与改定は実施していません。

�  広報かみふらの ２００８.１０

問合せ
　総務課総務班　��6400　��5362

ホームページ
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/



募
集
期
間　

８
月　

日
〜
９
月　

日

１５

１６

意
見
提
出
件
数　

６
名　

件
２２

担
当　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　�
�
６
９
８
５
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第
３
条
基
本
理
念（
５
）の　
「
上
富

良
野
町
を
守
り
育
て
ま
す
」
は
、
町
に

こ
だ
わ
ら
ず
「
上
富
良
野
の
郷
土
を
守

り
育
て
ま
す
」
で
良
い
と
思
う
。

　

法
令
や
条
例
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
す
こ
の
ま
ち（
地
方
公
共
団
体
）を

示
す
場
合
は
「
上
富
良
野
町
」
を
用
い

て
お
り
、「
上
富
良
野
」
や
「
か
み
ふ
ら

の
」
と
い
っ
た
言
葉
は
通
称
や
固
有
名

詞
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
基

本
条
例
は
「
ま
ち
」
を
明
確
に
定
義
す

る
こ
と
か
ら
も
「
上
富
良
野
町
」
を
用

い
る
こ
と
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
内
自
治
体
の
動
向
を
見
る
と
、
上

川
管
内
で
も
６
市
町
村
に
す
ぎ
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
の
か
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
平
成　

年
に
ニ

１２

セ
コ
町
で
制
定
さ
れ
て
以
降
、
全
国
で

は
約　

の
自
治
体
、
道
内
で
は
平
成　

１５０

２０

年
４
月
現
在　

の
自
治
体
で
制
定
さ
れ

２２

て
い
る
ほ
か
、
名
寄
市
な
ど
数
自
治
体

で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
の
条
項
を
含
ま
な
い
市
民
参
加
条

例
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は　

の
自
治

１２

体
で
制
定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

条
例
制
定
及
び
町
民
に
周
知
徹
底
を

図
る
時
期
と
方
法
は
ど
う
か
。

　

自
治
基
本
条
例
の
議
案
提
案
は
本
年

　

月
定
例
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
自

１２治
基
本
条
例
は
制
定
の
過
程
が
大
切
で

す
の
で
、
今
後
と
も
周
知
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

防
災
の
項
目
に
つ
い
て
、
防
災
弱
者

名
簿
の
作
成
・
配
布
・
保
管
に
つ
い
て

明
記
し
て
ほ
し
い
。
個
人
情
報
保
護
条

例
が
壁
と
な
り
、
住
民
会
と
し
て
防
災

弱
者
を
把
握
で
き
ず
災
害
時
適
切
な
対

応
が
で
き
な
い
。

みんなで考えるこれからのまちづくり

自治基本条例自治基本条例 ５５

住住
民民
意意
見見
募募
集集（（
パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト
））のの
結結
果果

『『
上上
富富
良良
野野
町町
自自
治治
基基
本本
条条
例例（（
案案
））』』

　

自
治
基
本
条
例
は
個
人
情
報
の
保
護

（　

条
）を
規
定
し
て
お
り
、
災
害
時
要

２７援
護
者
の
情
報
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

自
治
基
本
条
例
の
中
で
細
か
に
規
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
既
存
に
あ
る
名
簿
の
活
用
や
自
治

会
に
お
け
る
取
り
扱
い
な
ど
、
他
の
条

例
の
運
用
も
含
め
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も

「
で
き
な
い
」か
ら
始
ま
る
。「
で
き
る

に
は
ど
の
よ
う
に
か
ら
」
始
ま
ら
な
い

と
参
画
の
意
味
が
な
い
。

　

自
治
基
本
条
例
に
規
定
し
た
「
誠
実

な
応
答
」「
町
民
か
ら
の
意
見
等
を
尊
重

し
、
こ
れ
を
町
政
運
営
に
反
映
す
る
」

な
ど
の
町
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

第
９
条
町
民
の
責
務
に
つ
い
て
、
解

説
３
で
「
自
ら
の
発
言
や
行
動
に
つ
い

て
、
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
あ
る
が
、
こ
の
責
任
は
無
責
任

と
思
わ
れ
る
発
言
や
行
動
を
し
な
い
責

任
な
の
か
、
発
言
し
た
こ
と
に
よ
り
自

ら
行
動
す
る
責
任
な
の
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
際
に
は
「
私

的
な
利
害
関
係
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
「
公
共
性
を
尊
重
し
判
断
す
る
」

こ
と
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
お
け
る
「
発
言
」「
行
動
」
へ

の
責
任
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
皆

さ
ん
の
活
動
を
制
限
し
た
り
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第　

条
町
長
の
責
務
に
つ
い
て
、
第

１３

２
項
中
「
知
識
と
能
力
を
持
っ
た
人
材

の
育
成
を
図
り
」
を
「
知
識
と
能
力
を

持
っ
た
人
材
の
採
用
及
び
育
成
を
図

り
」
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

職
員
の
任
用
な
ど
に
関
し
て
は
、
地

方
自
治
法
及
び
地
方
公
務
員
法
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
自
治
基
本
条
例
に
あ
え

て
う
た
わ
な
く
て
も
良
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
法
に
は
「
町
長
は
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
」
と
の
み
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
政
課
題
に
対
応
す

る
た
め
の
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
規
定

し
た
も
の
で
す
。

　

第　

条
意
見
等
へ
の
応
答
義
務
に
つ

２０

い
て
「
誠
実
に
応
答
し
ま
す
」
を
「
誠

実
に
対
応
し
ま
す
」
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

意
見
等
に
迅
速
か
つ
誠
実
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
か
ら
「
対
応
」
の
言
葉
を

取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
削
減
と
借
金
を
抱
え

て
い
る
中
で
、
将
来
に
展
望
を
つ
な
ぐ

に
は
苦
し
く
て
も
借
金
を
増
や
す
こ
と

は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
条
例
に
は

「
借
金
を
増
や
さ
な
い
」
と
か
「
借
金

を
し
な
い
」
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

財
政
運
営
は
総
合
計
画
に
基
づ
く
中

長
期
的
な
計
画
を
も
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。
ご
意
見
の
と
お
り
「
借
金
を
増
や

さ
な
い
」「
借
金
を
し
な
い
」
こ
と
は

も
っ
と
も
で
あ
り
、
財
政
状
況
に
見

合
っ
た
事
業
計
画
の
実
行
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
の
大
波
の
中
で
、
町
の

基
幹
産
業
の
農
業
の
活
性
化
は
将
来
像

に
欠
か
せ
な
い
。
地
域
協
力
に
よ
る
農

産
物
の
品
質
向
上
や
農
地
・
農
機
具
の

効
率
化
を
目
指
し
た
法
人
化
も
考
え
ら

れ
る
。
町
の
論
客
の
論
戦
で
数
多
く
の

方
向
を
提
起
し
て
欲
し
い
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
の
参
加
や

町
政
運
営
の
基
本
的
な
仕
組
み
な
ど
を

定
め
る
も
の
で
、
上
富
良
野
町
の
将
来

像
や
分
野
別
の
課
題
は
総
合
計
画
や
個

別
政
策
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

全
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ま
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
庁
舎
の

町
政
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
上
富
良
野
町
自
治
基
本
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

「
上
富
良
野
町
自
治
基
本
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
町
の
考
え
方
な
ど
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
た
の
で
、
町
の
考
え
方
な
ど
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

意
見
２

意
見
１

町
の
考
え
方

意
見
３

意
見
４

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

意
見
５

意
見
６

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

意
見
７

意
見
８

町
の
考
え
方

町
の
考
え
方

意
見　
１０

意
見
９

町
の
考
え
方

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/
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町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
主
催
に
よ

り
、
天
皇
に
献
上
す
る
献
穀
米
の
「 
御 お

 
抜
穂 
祭
」
が
来
賓
や
近
隣
の
住
民
等
に

ぬ
い
ぼ

見
守
ら
れ
る
中
、
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
に
平
吹
俊
一
さ
ん（
西
４
線
北

　

号
）所
有
の
水
田
に
植
え
ら
れ
た
献

２９穀
米
「
な
な
つ
ぼ
し
」
は
大
切
に
育
て

ら
れ
、
黄
金
色
の
穂
を
実
ら
せ
ま
し

た
。
式
で
は
、
早
乙
女
６
名
が
昔
な
が

ら
の
か
ま
を
使
っ
て
、
一
穂
一
穂
丁
寧

に
刈
り
取
り
、
見
物
に
来
た
方
た
ち
は

そ
の
様
子
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
は
精
米
さ
れ
、
今
月

　

日
に
皇
居
で
行
わ
れ
る
「 
新
嘗 
祭
」

に
い
な
め

２８に
５
合
を
献
上
し
ま
す
。

９／１５

お
ご
そ
か
に

献
穀
米
御
抜
穂
祭

９／１２

町
の
最
高
齢
は
満　

歳
１０６

　

歳
以
上
は
３
名

１００

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
主
催
に
よ
る
第

　

回
長
寿
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
、　

２５

１００

歳
以
上
の
松
田
し
の
ぶ
さ
ん
と
長
沼
善

治
さ
ん
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
田
し
の
ぶ
さ
ん
は
今
月
８
日
で
満

　

歳
。
上
川
管
内
で
の
最
高
齢
で
す
。

１０６足
腰
が
弱
く
な
っ
た
も
の
の
、
食
事
は

自
分
で
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

９
月
は
多
く
の
住
民
会
で
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
の
凝
ら
し
た
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
、
長
年
の
地
域
へ
の
貢
献
に
感
謝
し

な
が
ら
、
地
域
全
体
で
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
長
寿
祝
い
金
の
対
象

者
は
、喜
寿（　

歳
）　

名
、米
寿（　

歳
）

７７

１１０

８８

　

名
、白
寿（　

歳
）２
名
で
し
た
。

４７

９９

　

虹
の
会
が
主
催
し
、
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
、
第　

回
音
楽
展
が
開
催
さ
れ
ま

１５

し
た
。
こ
れ
は
、
広
く
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
町
内
だ
け
で
な
く
、

富
良
野
や
中
富
良
野
か
ら
も
、
総
勢　
２０

名
が
出
演
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
演
奏
、
独
唱
、
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
な
ど
の
音
楽
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
観
客
た
ち
は
、
演
奏
に
真
剣
に
聴

き
入
っ
た
り
、
最
後
に
全
員
で
歌
を
歌

う
な
ど
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
音
楽
を

楽
し
む
機
会
が
も
っ
と
増
え
て
い
く
と

良
い
で
す
ね
。

9／7

文
化
の
秋
に
向
け
て

第　

回
虹
の
会
音
楽
展

１５

　

ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会
と
社
会

福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
、
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第　

回
ふ
れ
あ
い

１６

広
場
が
実
施
さ
れ
、
約　

名
が
訪
れ
ま

８００

し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
に
暮
ら
せ
る
安
心
安
全
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
祉
運
動
会
で
は
、
単
位

老
人
会
や
障
害
者
福
祉
協
会
、
つ
ば
さ

会
な
ど
の
団
体
、
約　

名
が
参
加
し
、

４５０

楽
し
み
な
が
ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
椅
子
や
松
葉
杖
を
使
っ
た

障
が
い
者
・
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
多
く
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
気
持
ち

が
は
ぐ
く
ま
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

9／7

思
い
や
り
の
気
持
ち
を

第　

回
ふ
れ
あ
い
広
場

１６







広報かみふらの ２００８.１０  �

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
長　

北 
川 
雅 
一

　

早
々
と
十
勝
岳
に
も
降
雪
が
あ

り
、
冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
中
澤
教
育
長
の
ご
勇

退
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し
て
尾

岸
町
長
よ
り
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
町
議
会
の
ご
同
意
を
賜
り
、

　

月
１
日
付
け
を
も
っ
て
教
育
長

１０に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
と

り
ま
し
て
は
、
誠
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
浅

学
非
才
で
あ
り
ま
す
の
で
、
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
ま
さ
に
教
育
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
、
教
育
再
生
の
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
た
中
、
本
町
の
教

育
行
政
推
進
の
た
め
微
力
で
あ
り

ま
す
が
重
責
を
果
た
し
た
い
と
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
皆
さ
ま
の
特

段
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
教
育
長　

中 
澤 
良 
隆

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

豊
穣
の
秋
を
迎
え
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
９
月　

日
３０

付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
任
期
満
了

に
よ
り
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

教
育
長
４
年
、
一
般
職　

年
６

３４

か
月
、
通
算
し
て　

年
６
か
月
の

３８

町
職
員
の
生
活
に
別
れ
を
告
げ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
間
、

長
く
も
あ
り
、
短
く
も
感
じ
る
歳

月
で
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
教
育
長
に
就
任
し
て
か

ら
の
４
年
間
に
は
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
や
活
躍
に
支
え
ら

れ
、
楽
し
い
思
い
出
の
中
で
、
充

実
感
を
抱
い
た
ま
ま
退
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
今
生
の
喜
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
、
職
責
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
ふ
る

さ
と
上
富
良
野
町
の
発
展
を
願
う

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
退
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

私
た
ち
は
、
現
在
8
組　

名（
０
〜

18

４
歳
の
子
ど
も　

名
）で
活
動
し
て
い

10

ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
情
報
交
換

の
場
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

話
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
親
子
料

理
教
室
、
リ

ズ
ム
遊
び
な

ど
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

気
軽
に
見
学

に
来
て
く
だ

さ
い
。

（
代
表　

児
玉

夕
貴
さ
ん
）

【
W
i
n
g
・
K
i
d
s
】 

【
い
な
い
い
な
い
ば
あ
】

　

現
在　

組（
０
歳
〜
入
園
前
の
子
ど

13

も　

名
）で
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
談
笑

16
の
中
、
賑
や
か
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
は

親
子
の
ふ
れ

あ
い
も
大
切

に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
代
表   
石
川 

雅
美
さ
ん
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ににににににににににににににににににににに
こここここここここここここここここここここ
ににににににににににににににににににににに
こここここここここここここここここここここ

に
こ
に
こ
大町３丁目
��6501

　

現
在
親
子

　

組
で
毎
週

１１2
回（
月
・

木
）　

時
〜

１０

　

時
半
に
高

１１田
幼
稚
園
2

階
の
プ
レ
ー

ル
ー
ム
で
活

動
を
し
て
い

ま
す
。
幼
稚

園
内
と
い
う
環
境
の
中
に
あ
る
の
で
、

園
児
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
運
動
会

や
お
遊
戯
会
に
親
子
で
参
加
す
る
行

事
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
活
動
を
通

し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
皆
仲
良
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
代
表　

高
田
幼
稚
園
園
長  
増
田
修

一
さ
ん
）

【
ド
ラ
え
も
ん
ズ
】 

【
k
i
d
s
・
マ
マ
】

　

現
在　

組（
子
ど
も　

名
）で
活
動

15

18

し
て
い
ま
す
。
金
曜
は
、
紙
芝
居
、

外
遊
び
、
自
由
遊
び
中
心
で
、
第
３

土
曜
は
幼
稚
園
児
も
一
緒
に
な
る
の

で
と
て
も
賑
や
か
で
す
。
お
母
さ
ん

た
ち
も
お

し
ゃ
べ
り
で

ス
ト
レ
ス
発

散
！　

楽
し

い
サ
ー
ク
ル

で
す
。

（
代
表  
鴻
上

和
美
さ
ん
）

育
児
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

育
児
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す



　小学生の保護者の食への関心は、
「関心がある」が６３.１％、「関心が無
い」は２１.９％でした。関心があると回
答した具体的な内容は「栄養のバラン
ス」が最も多く、次いで「野菜を摂る」

「生活習慣病」、その
他「食の安全性」「朝
食」「食育」という結
果でした。

　先月号の松岡さんからめぐって、渡部さんに
お逢いしました。
『松岡さんとは同級生で、また同じ農業仲間で
もあります。子どもの頃は農業は大変だと思っ
ていましたが、高校生のときに継ぐことを決め
ました。今は小麦・ビート・じゃが芋など約３２
�を作っています。実際にやってみると、自分
のやり方次第で作物の出来が変わってくるとい
う難しさがありますが、それ以上に自分がやり
たいようにできるという楽しさがあります。大
変だし、責任もあるけど、今では趣味が仕事と
も言えるくらい、この仕事が好きですね。ずっ
と続けていければと思っています。空いた時間
には、子どもたちと公園に出かけたりします。
下の子が小さいので、遠出はまだしませんが、
そのうち家族で出かけたいですね。』

 渡 部   
わたなべ

 純 也   さん
じゅんや

昭和５１年生まれ
西３線北２２号
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伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

中富良野町
『『スーパードッジボールスーパードッジボール大会』大会』
　富良野沿線親子スーパー
ドッジボール大会を開催しま
す。スポーツをとおして、親
子の交流を図りませんか。闘
志あるチームを大募集！
と　き　１１月２３日（祝）
ところ　総合スポーツセンター
対　象　小学生・中学生の部
問合せ　公民館
　　　　��２２０４

富良野市
『紫彩の湯』『紫彩の湯』

　富良野温泉「紫彩の湯」が
１０月３日にオープン！
営業時間　正午～午前０時
　※７・８月は午後６時まで
料金　大人１,５００円（タオル・室
　　　内着付）
　　　子ども（４歳～小学生）
　　　７５０円
問合せ　新富良野プリンスホ
　　　　テル��１１１１

南富良野町
『十梨別渓谷の紅葉』『十梨別渓谷の紅葉』

　ナナカマドが赤く色づき、
緑とのコントラストが美しい
十梨別渓谷で大自然を満喫し
てみませんか。渓谷を横断す
る橋の上からの眺めがお勧め
の絶好ポイントです。（国道
２３７号線金山市街に案内看板
あり）

問合せ　産業課商工観光係
　　　　��２１７８

占冠村
『『紅葉を見に来ませんか？紅葉を見に来ませんか？』』
　日本にはもう秘境はないと
思っていませんか？
　木々のざわめき、森の動物
たちのささやきなど、占冠村
では本物の自然の息吹を体感
できます。大自然が造りだし
た景観美をドライブがてら見
に来ませんか？

問合せ　占冠村観光協会
　　　　��８０１０

�　花人街道２３７　�

富良野広域情報富良野広域情報

　町で行った平成１８年度小・中学生食生活等
に関する調査結果では、中学生の食への関心
は、｢関心がある｣と回答した生徒は２５.４％、
「関心が無い」と回答した生徒は６５.４％でし
た。
　関心があると回答した具体的な内容は｢栄
養のバランスについて｣が２０名、次いで「生活
習慣病」が６名です。その他は、少数でした
が「食への感謝」や「食の大切さ」と回答し
た生徒もいました。

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののの関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ををををををををををををををををををををををををををををを高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううう食への関心を高めましょう

問合せ　中央保育所　��2074

　今後もっと食への関心を深めてもらうには、日々の生活の中で食の大切さや食への感謝を学び、体に良い食べ物を選
択する知識を身につけ実践できるよう「食に関わる体験」を積み重ねていくことが必要です。家族はもちろんのこと地
域の方々の協力も得ながら取り組んでいくことが望まれます。

上上富富良良野野町町
食食育育推推進進計計画画

食 育

中学生の食への関心具体的内容（複数回答）

その他栄養料理食の
大切さ

学校
給食

食への
感謝安全性地産

地消朝食食育野菜を
摂る

栄養バ
ランス

生活
習慣病

12331221102206

25
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10

5

0

人
数（
人
）

食への関心

無回答その他無いある

（％）
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63.1 65.4

21.9

5.4

9.4

3.8
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　  中学生
　  小学生の保護者



ラベンダーハイツへ
◎コスモグループから、ティッシュペー
　パー300箱を

◎大友公二さん（東５線北２６号）から、母・
　フジヱさんの死去に際し、車椅子１台
　を

社会福祉協議会へ
◎大友公二さん（東５線北２６号）から、母・
　フジヱさんの死去に際し、５万円を

◎成田逸子さん（旭町３丁目）から、故・鈴
　木弥江子さんの七回忌の法要に際し、
　３０万円を

◎森本幸子さん（東８線北１８号）から、夫・
　昭次さんの死去に際し、３万円を

◎上富良野町商工会青年部から、福祉に
　役立ててくださいと、２１,０６３円を

◎上富良野町飲食店組合から、福祉に役
　立ててくださいと、２６,０５９円を

上川南部北消防署へ
◎赤松マサミさん（中富良野町宮町）から
　消防本部施設整備用資金として、5万円
　を

広報かみふらの ２００８.１０  �

　町職員人事（１０月１日付）

　�総務課長兼行財政改革担当兼総務班
　　主幹
　　　服 部 久 和（総務課総務班主幹）

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
北消防署��２１１９

署防消

家庭で使用する消火器は製造から概ね５年程度で点検が必要です。

一般家庭には消火器の設置や点検を受ける義務はありませんが、消火
器は皆さんにとって一番身近な消火器具であり、いざという時に有効
的な初期消火ができるよう点検することが必要です。

年も一般家庭の消火器を対象とした無料点検を行い、併せて、古い
消火器の廃棄処分や設置が義務化された住宅用火災警報器の展示等
も行いますので、是非この機会に点検を受けるようお願いします。

日　時　１０月１８日（土）１０時～１５時
場　所　エーコープウィズ店駐車場
その他　薬剤の詰替え、修理等は有料になります。
問合せ　北消防署　��2119

の運動は、ストーブ等の暖房機器による火災が発生しやすい季節
を迎えるにあたり、住民のみなさんに、防火防災に関する正しい知識
と防災力を高めてもらうことにより、火災の発生や拡大を防止し、尊
い生命と財産を守ることを目的としています。

防署では防災訓練、各施設への立入検査、消防職員

による一般家庭への防火訪問を実施するほか、期間
中、午後８時にサイレンを吹鳴しますので、火災とお
間違えにならないよう皆さんのご協力とご理解をお
願いします。

宅火災は全国で１年間に約２万件発生しており、コンロ、タバコ、
ストーブなどが主な原因となっています。一人ひとりが防火を意識
し、火気の取り扱いに注意することで火災件数を減少させることがで
きます。
�コンロ
　調理中に電話や来客などで台所を離れるときは、必ずコンロの火を
止めましょう。
�タバコ
　タバコの火は700～800℃の高温で、火を消したつもりでも完全に消
えていないことがあります。寝タバコは絶対にせず、タバコに水をか
けるなどして完全に消えたことを確認しましょう。

�ストーブ
　手をかざして大丈夫だと思っても、長時間ストー
ブの熱を受けることで出火する場合があります。
ストーブの周囲には洗濯物や家具など燃えやすい
ものを置かないようにし、ストーブ周囲の整理整頓
を心がけましょう。

全国統一防火標語『火のしまつ　君がしなくて　誰がする』

ご

今

こ

消

住

消火器の無料点検消火器の無料点検

秋の火災予防運動秋の火災予防運動 １０月１５日１０月１５日（（水水））
～３１日　  　～３１日（（金金））

住宅火災を減らすために住宅火災を減らすために
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■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷
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編集後記

■先月は友達とコンサートに行きま
した。３時間、立ちっぱなしでした
が、終わった後には気分もスッキリ。
いやなこともどこかへ飛んでいった
かのように、心が少し軽くなります。
ストレスを発散する方法は人それぞ
れですが、うまく気分転換して毎日
を乗り切りたいですね。（床鍋）

■気温も下がり、いよいよ本格的な
秋がやってきます。文化やスポーツ
の秋と言われますが、新しい趣味を
一つ、始めてみるのも良いかもしれ
ません。語学の勉強をしようかと、
ひそかに計画中です。みんなが話せ
る英語。でも英語以外の外国語を話
すのも、面白いですよね。（座間）

●人のうごき●
平成２０年９月３０日現在

(　)は前月比

(＋３６)12,２２９人人口
(＋２４)６,１８１人男
(＋１２)６,０４８人女
(＋１５)5,３７７世帯世帯

９月２８日　田んぼオーナー稲刈り

中
央
保
育
所

『たまねぎ染め』

中に割り箸やボタンを入れて
輪ゴムで丁寧にしばっていま
した。バランスをよく考えて
素敵な模様にできました。バ
ンダナにして「いもだんご」を
作るのを楽しみにしている未
有ちゃんです。（角田先生）

    後 藤   未 有
ご と う

     ちゃん
み ゆ

（平成１５年生まれ・緑町２丁目）

先生とお話しするのが大好き
な大くん。この日もお話を楽
しんで輪ゴムでしばっていま
した。染めた後、水洗いもゴシ
ゴシ頑張っていました。素敵
な模様になりましたね。（角田
先生）

長谷川        大
は せ が わ

   くん
だい

（平成１４年生まれ・本町５丁目）

『たまねぎ染め』

　悠希はパパとトミカで遊ぶのが大
好きです。尚哉は食べるのが大好き
です。兄弟で仲良く遊んでいる姿は
いつも微笑ましいですね�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

　栞林はお兄ちゃんたちと公園で遊
んだり、アンパンマンや歌を歌うの
が好きです。莉依はにぎやかなとこ
ろが好きです。病気をしないですく
すく育ってほしいです�

明史さん・友香さんの子（新町２丁目）

哲さん・篤未さんの子（西町３丁目）

 稲村   尚哉
いなむら

    く
ん ・ 悠希    く

ん

な お や  は る き

（0歳11か月・2歳4か月）

 飯村   栞林
いいむら

    ちゃん ・ 莉依
か り ん

    ちゃん

ま り い

（３歳４か月・０歳５か月）
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上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

11月1日～12月30日11月1日～12月30日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

 図書館巡回読み聞かせ会（5施設）11/4～26

 巡回移動図書（6施設）7～28

 図書館映画会10：30～土8

 ブックスタート水26

 図書館読み聞かせ会土29

 図書館巡回読み聞かせ会（5施設）12/2～24

 巡回移動図書（6施設） 5～26

 ブックスタート水24

 図書館読み聞かせ会土27

～新刊書案内～

・銀河の祭りのふたり　
・オールミッション２
・天使の恋（上・下）
・いかだ満月
・史記１　武帝紀
・天空の祝宴
・風の名前（上・中・下）
・テンペスト（上・下）
・時が滲む朝
・平等ゲーム

・崖の上のポニョ
・ムーミンのともだち
・デモナータ７幕 死の影
・トンネル２（上・下）　
・魔王がママにプロボーズ！？
・へんしんマジック　
・やさいのおなか
・ともだちになろうよ
・大ドロボウ石川五十五えもん
・カーズ THE WORLD OF 
※その他の新刊情報は、図書館「ふれんど」　
　ホームページでご確認ください。

図書館映画会のおしらせ
　図書館「ふれんど」では、２か月に１回映画会を開催しています。
次回の開催は、１１月８日（土）10時30分から公民館大ホー
ルで、「ドラえもん」を予定しています。詳細については、
防災無線等でお知らせします。
　入場料は無料ですので、ぜひ、お越しください。  

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
『　

号
』

２５９

　

小
さ
な
学
校
の
日
常
か
ら

　
　
　
　
　
　

東
中
小
学
校
長　

松
井
雅
裕

　

小
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
違
い
を
も

つ
子
ど
も
た
ち
全
体
へ
、
同
時
に
「
お
話
」

す
る
機
会
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
が
私
に
と
っ
て
の
大
き
な
悩
み
で
あ
り
試

練
で
も
あ
り
ま
す
。
話
す
内
容
を
ど
の
学
年

に
合
わ
せ
る
か
と
い
う
配
慮
も
非
常
に
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
私
の
場
合
、
ど
の

学
年
の
子
に
も
「
考
え
る
」
と
い
う
習
慣
を

身
に
付
け
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
内

容
の
配
慮
と
い
う
よ
り
は
、
ど
の
子
に
も「
聴

い
て
も
ら
え
る
」
た
め
の
工
夫
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。　

　
「
顔
で
笑
っ
て
心
で
泣
い
て
」「
心
で
見
な

け
れ
ば
、
本
当
の
こ
と
は
見
え
な
い
ん
だ
よ
」

な
ど
、
数
回
に
分
け
て
「
心
」
の
話
を
し
、

今
も
継
続
中
で
す
。
注
意
を
喚
起
す
る
目
的

で
、
漢
字
や
ひ
ら
が
な
を
カ
ー
ド
に
書
い
て

提
示
し
た
り
、
感
性
を
刺
激
す
る
意
味
で
音

楽
を
聴
か
せ
た
り
、「
話
」
に
無
理
な
く
集
中

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
手
立
て
の
工
夫
に
腐

心
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
１
年
生
で
あ
っ
て

も
、
５
分
程
度
の
「
話
」
に
耐
え
ら
れ
る
事

実
は
、
少
人
数
校
の
よ
さ
で
あ
り
、
各
家
庭

で
の
日
常
的
な
「
し
つ
け
」
に
負
う
と
こ
ろ

大
と
も
言
え
ま
す
。「
考
え
る
」
こ
と
は
、
人

間
と
し
て
の
大
き
な
財
産
で
す
。
無
理
も
承

知
で
続
け
る
中
に
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
ひ
ら
く
チ
ャ
ン
ス
到
来
を
待
望
し
、
今
し

ば
ら
く
「
語
り
」
続
け
ま
す
。

ホームページ  http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/09kyosin/0920shakyo/furendo.htm

杉本　章子
山田　悠介
Sin
山本　一力
北方　謙三
堂場　瞬一
パトリック・ロスファス
池上　永一
楊　逸
桂　望実

一 般 書　　一　般　書

児 童 書児　童　書
徳間書店
講談社
小学館
ゴマブックス
ポプラ社
金の星社
福音館書店
アリス館
ポプラ社
講談社

　図書館「ふれんど」では、「芥川賞受賞作品コーナー」と「2007年
度図書館ふれんど人気ランキング100冊」を設置しました。
　コーナーでは、過去に芥川賞を受賞した作品や昨年１年間、図書館
「ふれんど」で貸出しの多かった本（一般書70冊・児童書30冊）を展
示し、貸出しをしています。（漫画・雑誌等は除く）
　秋の夜長に読書はいかがですか？　その他にも様々な本の展示・貸
出しを行っていますので、ぜひ、図書館「ふれんど」へお立ち寄りく
ださい。  

芥川賞受賞作品コーナー 2007年度 図書館ふれんど
　人気ランキング100冊

※上記は一部です。ランキングは図書館に表示してあります。

新コーナーをご利用ください
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

11月1日～１2月30日11月1日～１2月30日
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

�社  … 社会教育総合センター
�西  … 西小学校チャレンジ天文台
�か  … かみん

�社 第４５回総合文化祭  　11/1～３

�か 文化祭特別事業「ふらの
塾OB公演 二人の天使」日日22

�西 天体観測会金７

�社 ハロウィンパーティー上旬

�社 長なわとび大会　日日　  1166

�社 フロアカーリング日日12/ 77

�社 町民玉入れ　日日1144

�社 インドアゴルフ大会日日2211

�����������������

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４555555555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭ののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内第４5回総合文化祭のご案内 （（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月111111111111111111111111111111～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～333333333333333333333333333333日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日１１月1～3日）））））））））））））））））））））））））））））））

　今年の総合文化祭は、１１月1日から3日までの３日間、社会教育総合センター等
で開催します。
　芸能発表、町民コンサート、作品展示のほか、各種公演が行われます。
“文化の秋・芸術の秋”にふさわしい、どなたでも楽しめる内容を計画していま
す。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

◎総合展示（作品展・郷土館特別展示）
　　日時　　１１月1日(土)～3日(月・祝日）　9時～21時  ※3日は芸能発表終了まで
　　会場　　社会教育総合センターアリーナほか

◎各種催物（社会教育総合センターほか）
　１１月1日（土）　小さな音楽会、 町民ダンスの集い   
　１１月2日（日）　町民コンサート、フリーマーケット、刃物砥ぎ、あそびの広場
　　　　　　　  ふらの塾ＯＢ公演「二人の天使」（※会場は保健福祉総合センターかみん）
　１１月3日（月・祝日）  表彰式、芸能発表、町民茶会、書道体験、七宝焼き
　　　　　　　　　  手作り石けん配布、あそびの広場 
　�詳しくは、社会教育総合センター・新聞折込（10月28日）のチラシをご覧ください。

                      ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集大 募 集  ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆            お待ちしています！
　＊町民作品展　　⇒　あなたの作品を出展してみませんか。
　　　　内容　　絵画・手芸等どんな作品でも結構です。〔1人１作品〕

　＊小さな音楽会　⇒　あなたの音楽の特技を披露してみませんか。
　　　　内容　　楽器演奏、独唱、コーラス等
　　　　対象　　小学生以上の方（１５団体程度予定、１団体１０分程度）

　＊フリーマーケット ⇒ 衣類や未使用のものを販売してみませんか。〔２０区画〕

　�お願い　　　　　　搬入・搬出は各自で行っていただきます。   
　�申込期限            　 いずれも１０月２2日（水）まで
　�申込み・問合せ      社会教育総合センター   ��5511  

総合文化祭開催のため、社会教育総合センター等の利用は、次のとおり利用調整

させていただきます。詳しくは、社会教育総合センター   ��5511 まで 

備　考11/4
（火）

11/3
（月・祝日）

11/2
（日）

11/1
（土）

10/31
（金）

10/30
（木）

10/29
（水）

10/28
（火）

10/27
（月）

11月4日（火）１８時から
利用できます

（※１７時まで後片付け）

全面利用できません（ジョギングコース・トレーニング室は11/1～3不可）

通常
利用

アリーナ

利用できませんコミュニティ

利用できませんラウンジ

通常利用できません通常利用武道館　他

�自主企画芸術鑑賞事業�

　町民の皆さんが自ら企画する、自
主企画芸術鑑賞事業を開催します。

　“白いうた青いうたフェスティバル
　　　　in　かみふらの”

　作曲家 新実徳英さんを迎え、合唱
指導を予定しています。
　ぜひ、この機会にご参加ください。

日　時　10月2６日（日）　開演14時
場　所　かみん多目的ホール
鑑賞料　無料
問合せ　企画運営代表者　大西邑子さん
　　　　（�080‐3028‐7152）

　

８
月　

日
・　

日
に
香
川
県
多
度
津
町
で

２３

２４

開
催
さ
れ
た
少
林
寺
拳
法
全
国
中
学
生
大
会

で
、
上
富
良
野
中
学
校
の
國
本
主
税
さ
ん（
3

年
生
、
写
真
左
）が
、
男
子
単
独
演
武
の
部
で

６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
予
選
で
は
、
出
場
し
た
約　
９０

名
の
拳
士
の
中
か
ら　

名
が
本
選
に
進
出

１２

し
、
國
本
さ
ん
は
北
海
道
勢
で
最
も
上
位
に

入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
國
本
さ
ん
は
５
月　
１８

日
に
江
別
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
予
選
会

で
３
位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月　

日
に
札
幌
真
駒
内
セ
キ
ス

２７

イ
ハ
イ
ム
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
、
少
林

寺
拳
法
全
道
大
会
で
、
上
富
良
野
小
学
校
の

多
湖
竣
平
さ
ん（
6
年
生
、
写
真
右
）が
規
定

単
独
演
武
小
学
生
有
段
の
部
で
３
位
と
な
る

優
良
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
2
人
と
も
初
段
の
腕
前
で
、
國
本

さ
ん
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
、
多
湖
さ
ん
は

幼
稚
園
の
年

長
か
ら
所
属

す
る
少
林
寺

拳
法
上
富
良

野
道
院
に
同

時
期
に
入
門

し
活
躍
し
て

い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法

全
国
中
学
生
大
会
・

　
　
　

全
道
大
会
で
入
賞
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かみふらの生涯学習だより

第第３３回回カカムムカカムムししちちゃゃいいなな祭祭（（ささいい））!!

　９月２０日（土）社会教育総合センターで、第３回カムカムしちゃいな祭が開催され、子どもたち約５５０名が体験イ
ベントや露店出店などで楽しんでいました。
　子どもたちに関係する団体（子ども会リーダーパレット、子ども会、青少年団体協議会、教育委員会）により実行
委員会を組織して、町内の子どもたちの体験の場、遊び・交流の場としてイベントが開催されました。
　パレットが中心となり実施した体験イベント「巨大シャボン玉」「わりばしロケット」「ダイラタンシー」「熱血
ジュニアリーグ（絵を描いて得点を競うゲーム）」や同時開催として実施した「スーパードッチボール大会」「木工
アート」などが順次行われて大賑わいでした。
　また、子ども会が中心となってオープンした出店にも行列ができるほどの人気でした。今回のメニューは、焼き
鳥、焼きそば、たこ焼き、じゃがバター、カットメロン、チョコバナナ、クレープ、トロピカルジュース、フラン
クフルト、ポップコーン、わたあめ、型ぬきと豊富なメニューに加え、ドン菓子の実演もあり、子どもたちはお祭
りを満喫し、とても楽しんでいました。
　「子どもたちが楽しめるイベントをしてみよう�」とバレットが発案し、その支援と盛り上げ役として子ども会育
成者も出店をして始まったイベント「カムカムしちゃいな祭」も今年で３回目。町内のイベントとして定着し、子
どもたちの笑顔と楽しんでいる姿、親子で楽しく話をしている風景に、実行委員メンバーの苦労もふき飛んでしま
いました。

岡川　彩さん（パレット・高校３年生）
　今年で３回目となったカムカムしちゃいな祭ですが、今年も無事終了で
きました。子どもたちは楽しんでくれたかな？またみんなに会えることを
楽しみにしています。
　会場に来てくれた皆さんやご協力していただいた皆さんに感謝します。
ありがとうございました！
【知っとく情報】実はカムカムしちゃいな祭と名付けたのは、私です�

及川　光一さん（実行委員長）
　当日は、大勢の子どもや親子がお祭りに訪れていただき、用意したイベントに参加して盛り上がっていただけたので
大変うれしく思っています。支援していただいたパレットの皆さん、各子ども会の役員の皆さん、青少協の皆さんの協
力体制のおかげでこのように多くの人が集まるイベント作りができました。ありがとうございました。今後もこの盛
り上がりを子ども会の活動に反映させていきたいと思います。

パレットのメンバーパレットのメンバー




